
(57)【要約】

本発明は、内部空間（１０）を有するケース（１）と、

穿刺針（２０）を有し、かつ内部空間（１０）内におい

て待機位置から進出位置に向けて進出方向に移動しうる

穿刺体（２）と、を備えたランセット（Ｘ１）に関する

。ケース（１）は、穿刺体（２）を収容する本体部（１

１）と、この本体部（１１）と一体成形され、かつ本体

部（１１）から分離可能なキャップ部（１２）と、を有

している。穿刺体（２）は、たとえば穿刺針（２０）に

おける進出方向側の部位を覆うカバー部（２２）を有し

ている。カバー部（２２）は、キャップ部（１２）を回

転させる回転力と、キャップ部（１２）を進出方向に相

対的に移動させる引き抜き力と、を作用させることによ

り、キャップ部（１２）とともに分離され、穿刺針（２

０）の先端部が露出するように構成されている。
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
内 部 空 間 を 有 す る ケ ー ス と 、 穿 刺 針 を 有 し 、 か つ 上 記 内 部 空 間 内 に お い て 待 機 位 置 か ら 進
出 位 置 に 向 け て 進 出 方 向 に 移 動 し う る 穿 刺 体 と 、 を 備 え 、
上 記 ケ ー ス は 、 上 記 穿 刺 体 を 収 容 す る 本 体 部 と 、 こ の 本 体 部 と 一 体 成 形 さ れ 、 か つ 上 記 本
体 部 か ら 分 離 可 能 な キ ャ ッ プ 部 と 、 を 有 し て い る こ と を 特 徴 と す る 、 ラ ン セ ッ ト 。
【 請 求 項 ２ 】
上 記 穿 刺 体 は 、 上 記 穿 刺 針 に お け る 上 記 進 出 方 向 と は 反 対 方 向 で あ る 退 避 方 向 側 の 部 位 を
保 持 す る 保 持 部 と 、 上 記 穿 刺 針 に お け る 上 記 進 出 方 向 側 の 部 位 を 覆 い 、 か つ 上 記 保 持 部 か
ら 分 離 可 能 な カ バ ー 部 と 、 を 有 し て お り 、
上 記 キ ャ ッ プ 部 と と も に 上 記 カ バ ー 部 を 分 離 し て 上 記 穿 刺 針 の 先 端 部 を 露 出 さ せ る よ う に
構 成 さ れ て い る 、 請 求 項 １ に 記 載 の ラ ン セ ッ ト 。
【 請 求 項 ３ 】
上 記 キ ャ ッ プ 部 の 回 転 に と も な っ て 上 記 カ バ ー 部 を 回 転 さ せ る た め の 回 転 手 段 を 備 え て お
り 、
上 記 キ ャ ッ プ 部 を 回 転 さ せ る 回 転 力 と 、 上 記 キ ャ ッ プ 部 を 上 記 進 出 方 向 に 相 対 的 に 移 動 さ
せ る 引 き 抜 き 力 と 、 を 作 用 さ せ る こ と に よ り 、 上 記 キ ャ ッ プ 部 と と も に 上 記 カ バ ー 部 を 分
離 で き る よ う に 構 成 さ れ て い る 、 請 求 項 ２ に 記 載 の ラ ン セ ッ ト 。
【 請 求 項 ４ 】
上 記 回 転 手 段 は 、 上 記 カ バ ー 部 に 設 け ら れ 、 か つ 、 そ の 先 端 部 が 上 記 穿 刺 体 の 進 退 方 向 と
交 差 す る 方 向 に 偏 位 可 能 な 係 合 片 と 、 上 記 キ ャ ッ プ 部 に 設 け ら れ た 係 合 穴 で あ っ て 、 上 記
係 合 片 と 係 合 し 、 か つ 、 こ の 係 合 片 の 先 端 部 を 上 記 キ ャ ッ プ 部 の 回 転 方 向 お よ び 上 記 進 退
方 向 に 拘 束 す る 係 合 穴 と 、 を 有 し て い る 、 請 求 項 ３ に 記 載 の ラ ン セ ッ ト 。
【 請 求 項 ５ 】
上 記 回 転 手 段 は 、 上 記 カ バ ー 部 に 設 け ら れ た 凹 部 ま た は 凸 部 と 、 上 記 キ ャ ッ プ 部 に 設 け ら
れ 、 か つ 上 記 カ バ ー 部 の 凹 部 ま た は 凸 部 と 係 合 す る 凸 部 ま た は 凹 部 と 、 を 有 し て い る 、 請
求 項 ３ に 記 載 の ラ ン セ ッ ト 。
【 請 求 項 ６ 】
上 記 キ ャ ッ プ 部 を 回 転 さ せ た 際 に 上 記 保 持 部 が 回 転 す る の を 防 止 す る た め の 回 転 防 止 手 段
を 備 え て い る 、 請 求 項 ３ に 記 載 の ラ ン セ ッ ト 。
【 請 求 項 ７ 】
上 記 穿 刺 体 を 上 記 待 機 位 置 に 保 持 す る た め の 待 機 位 置 保 持 手 段 を 備 え て お り 、
上 記 待 機 位 置 保 持 手 段 は 、 上 記 ケ ー ス お よ び 上 記 穿 刺 体 の う ち の 少 な く と も 一 方 に 設 け ら
れ た 弾 性 部 を 有 し て お り 、 か つ 上 記 弾 性 部 の バ ネ 力 に よ っ て 上 記 穿 刺 体 を 保 持 す る よ う に
構 成 さ れ て い る 、 請 求 項 １ に 記 載 の ラ ン セ ッ ト 。
【 請 求 項 ８ 】
上 記 待 機 位 置 か ら 上 記 進 出 位 置 に 移 動 し た 上 記 穿 刺 体 を 、 上 記 進 出 位 置 か ら 退 避 さ せ て 退
避 位 置 に 保 持 さ せ る た め の 退 避 位 置 保 持 手 段 を さ ら に 備 え て い る 、 請 求 項 １ に 記 載 の ラ ン
セ ッ ト 。
【 請 求 項 ９ 】
内 部 空 間 を 有 す る ケ ー ス と 、 穿 刺 針 を 有 し 、 か つ 上 記 内 部 空 間 内 に お い て 待 機 位 置 か ら 進
出 位 置 に 向 け て 進 出 方 向 に 移 動 し う る 穿 刺 体 と 、 を 備 え 、
上 記 ケ ー ス は 、 上 記 穿 刺 体 を 収 容 し 、 か つ 上 記 穿 刺 針 の 進 出 を 許 容 す る た め の 開 口 部 を 有
す る 本 体 部 と 、 上 記 開 口 部 を 覆 う と と も に 上 記 本 体 部 か ら 分 離 可 能 な キ ャ ッ プ 部 と 、 を 有
し て お り 、
上 記 穿 刺 体 は 、 上 記 穿 刺 針 の 退 避 方 向 側 の 部 位 を 保 持 す る 保 持 部 と 、 上 記 穿 刺 針 の 進 出 方
向 側 の 部 位 を 覆 い 、 か つ 上 記 保 持 部 か ら 分 離 可 能 な カ バ ー 部 と 、 を 有 し て お り 、
上 記 キ ャ ッ プ 部 と と も に 上 記 カ バ ー 部 を 分 離 し て 上 記 穿 刺 針 の 先 端 部 を 上 記 開 口 部 か ら 突
出 す る こ と な く 露 出 さ せ る よ う に 構 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 、 ラ ン セ ッ ト 。
【 請 求 項 １ ０ 】
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上 記 キ ャ ッ プ 部 の 回 転 に と も な っ て 上 記 カ バ ー 部 を 回 転 さ せ る た め の 回 転 手 段 を 備 え て お
り 、
上 記 キ ャ ッ プ 部 を 回 転 さ せ る 回 転 力 と 、 上 記 キ ャ ッ プ 部 を 上 記 進 出 方 向 に 相 対 的 に 移 動 さ
せ る 引 き 抜 き 力 と 、 を 作 用 さ せ る こ と に よ り 、 上 記 キ ャ ッ プ 部 と と も に 上 記 カ バ ー 部 を 分
離 で き る よ う に 構 成 さ れ て い る 、 請 求 項 ９ に 記 載 の ラ ン セ ッ ト 。
【 請 求 項 １ １ 】
上 記 回 転 手 段 は 、 上 記 カ バ ー 部 に 設 け ら れ 、 か つ 、 そ の 先 端 部 が 上 記 穿 刺 体 の 進 退 方 向 と
交 差 す る 方 向 に 偏 位 可 能 な 係 合 片 と 、 上 記 キ ャ ッ プ 部 に 設 け ら れ た 係 合 穴 で あ っ て 、 上 記
係 合 片 と 係 合 し 、 か つ こ の 係 合 片 の 先 端 部 を 上 記 キ ャ ッ プ 部 の 回 転 方 向 お よ び 上 記 進 退 方
向 に 拘 束 す る 係 合 穴 と 、 を 有 し て い る 、 請 求 項 １ ０ に 記 載 の ラ ン セ ッ ト 。
【 請 求 項 １ ２ 】
上 記 回 転 手 段 は 、 上 記 カ バ ー 部 に 設 け ら れ た 凹 部 ま た は 凸 部 と 、 上 記 キ ャ ッ プ 部 に 設 け ら
れ 、 か つ 上 記 カ バ ー 部 の 凹 部 ま た は 凸 部 と 係 合 す る 凸 部 ま た は 凹 部 と 、 を 有 し て い る 、 請
求 項 １ ０ に 記 載 の ラ ン セ ッ ト 。
【 請 求 項 １ ３ 】
上 記 キ ャ ッ プ 部 と 上 記 本 体 部 と の 境 界 部 分 に 脆 弱 部 が 形 成 さ れ て い る 、 請 求 項 ９ に 記 載 の
ラ ン セ ッ ト 。
【 請 求 項 １ ４ 】
上 記 保 持 部 と 上 記 カ バ ー 部 と の 境 界 部 分 に 脆 弱 部 が 設 け ら れ て い る 、 請 求 項 ９ に 記 載 の ラ
ン セ ッ ト 。
【 請 求 項 １ ５ 】
上 記 キ ャ ッ プ 部 を 回 転 さ せ た 際 に 上 記 保 持 部 が 回 転 す る の を 防 止 す る た め の 回 転 防 止 手 段
を 備 え て い る 、 請 求 項 １ ０ に 記 載 の ラ ン セ ッ ト 。
【 請 求 項 １ ６ 】
内 部 空 間 を 有 す る ケ ー ス と 、 穿 刺 針 を 有 し 、 か つ 上 記 内 部 空 間 内 に お い て 待 機 位 置 か ら 進
出 位 置 に 向 け て 進 出 方 向 に 移 動 し う る 穿 刺 体 と 、 上 記 穿 刺 体 を 上 記 待 機 位 置 に 保 持 す る た
め の 待 機 位 置 保 持 手 段 を 備 え 、
上 記 待 機 位 置 保 持 手 段 は 、 上 記 ケ ー ス お よ び 上 記 穿 刺 体 の う ち の 少 な く と も 一 方 に 設 け ら
れ た 弾 性 部 を 有 し て お り 、 か つ 上 記 弾 性 部 の 弾 発 力 に よ っ て 上 記 穿 刺 体 を 保 持 す る よ う に
構 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 、 ラ ン セ ッ ト 。
【 請 求 項 １ ７ 】
上 記 進 出 位 置 か ら 退 避 さ せ た 上 記 穿 刺 体 を 、 退 避 位 置 に 保 持 さ せ る た め の 退 避 位 置 保 持 手
段 を さ ら に 備 え 、
上 記 待 機 位 置 保 持 手 段 は 、 上 記 ケ ー ス の 内 面 に 設 け ら れ た 凸 部 を 有 し て お り 、
上 記 退 避 位 置 保 持 手 段 は 、 上 記 弾 注 部 に 設 け ら れ 、 か つ 上 記 ケ ー ス の 凸 部 と 係 合 し う る 凹
部 を 有 し て い る 、 請 求 項 １ ６ に 記 載 の ラ ン セ ッ ト 。
【 請 求 項 １ ８ 】
穿 刺 針 を 有 す る 穿 刺 体 と 、
上 記 穿 刺 体 を 待 機 位 置 か ら 進 出 位 置 に 移 動 可 能 に 保 持 す る ケ ー ス と 、
上 記 進 出 位 置 か ら 退 避 さ せ た 上 記 穿 刺 体 を 、 退 避 位 置 に 保 持 さ せ る た め の 退 避 位 置 保 持 手
段 と 、
を 備 え た こ と を 特 徴 と す る 、 ラ ン セ ッ ト 。
【 請 求 項 １ ９ 】
上 記 退 避 位 置 保 持 手 段 は 、 上 記 ケ ー ス お よ び 上 記 穿 刺 体 の う ち の 少 な く と も 一 方 に 設 け ら
れ た 弾 性 部 を 有 し て お り 、 か つ 上 記 弾 性 部 の 弾 発 力 に よ っ て 上 記 穿 刺 体 を 保 持 す る よ う に
構 成 さ れ て い る 、 請 求 項 １ ８ に 記 載 の ラ ン セ ッ ト 。
【 請 求 項 ２ ０ 】
上 記 弾 性 部 は 、 上 記 穿 刺 体 に 設 け ら れ 、 か つ 上 記 穿 刺 体 の 外 方 側 に 向 け て 付 勢 さ れ た 揺 動
部 と し て 構 成 さ れ て い る 、 請 求 項 １ ９ に 記 載 の ラ ン セ ッ ト 。
【 請 求 項 ２ １ 】
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上 記 穿 刺 体 を 上 記 待 機 位 置 に 保 持 す る た め の 待 機 位 置 保 持 手 段 を さ ら に 備 え 、
上 記 待 機 位 置 保 持 手 段 は 、 上 記 穿 刺 体 の 外 面 に 設 け ら れ た 凹 部 ま た は 凸 部 と 、 上 記 ケ ー ス
の 内 面 に 設 け ら れ 、 か つ 上 記 穿 刺 体 の 凹 部 ま た は 凸 部 と 係 合 す る 凸 部 ま た は 凹 部 と 、 を 有
し て お り 、
上 記 退 避 位 置 保 持 手 段 は 、 上 記 ケ ー ス の 凸 部 ま た は 凹 部 と 、 上 記 穿 刺 体 の 凹 部 ま た は 凸 部
よ り も 退 避 方 向 側 に 設 け ら れ 、 か つ 上 記 ケ ー ス の 凸 部 ま た は 凹 部 が 係 止 さ れ る 凹 部 ま た は
凸 部 と 、 を 有 し て い る 、 請 求 項 １ ８ に 記 載 の ラ ン セ ッ ト 。
【 請 求 項 ２ ２ 】
上 記 退 避 位 置 保 持 手 段 は 、 上 記 ケ ー ス の 内 面 に 設 け ら れ た 凸 部 と 、 上 記 穿 刺 体 の 外 面 か ら
突 出 し て 設 け ら れ た 第 １ 円 形 状 フ ラ ン ジ 部 と 、 上 記 穿 刺 体 に お け る 上 記 第 １ 円 形 状 フ ラ ン
ジ 部 の 退 避 方 向 側 に 隣 接 し た 部 位 に お い て 上 記 第 １ 円 形 状 フ ラ ン ジ 部 よ り も 小 径 に 設 け ら
れ 、 か つ 上 記 第 １ 円 形 状 フ ラ ン ジ 部 と と も に 上 記 凸 部 を 係 合 す る た め の 係 合 溝 を 形 成 す る
第 ２ 円 形 状 フ ラ ン ジ 部 と 、 を 有 し て い る 、 請 求 項 ２ １ に 記 載 の ラ ン セ ッ ト 。
【 請 求 項 ２ ３ 】
穿 刺 針 を 有 す る ラ ン セ ッ ト が 装 着 さ れ 、 か つ 上 記 穿 刺 針 を 進 出 さ せ る た め の 穿 刺 装 置 で あ
っ て 、 上 記 ラ ン セ ッ ト が 、 穿 刺 針 を 有 す る 穿 刺 体 と 、 こ の 穿 刺 体 を 待 機 位 置 か ら 進 出 位 置
に 移 動 可 能 に 保 持 す る ケ ー ス と 、 上 記 進 出 位 置 か ら 退 避 さ せ た 上 記 穿 刺 体 を 、 退 避 位 置 に
お い て 保 持 さ せ る た め の 退 避 位 置 保 持 手 段 と 、 を 備 え た も の で あ り 、
上 記 穿 刺 装 置 は 、 進 出 方 向 に 移 動 可 能 で あ り 、 か つ 上 記 穿 刺 体 の 退 避 方 向 側 の 部 位 を 保 持
す る た め の 移 動 体 を 有 し て お り 、
上 記 移 動 体 が 上 記 進 出 方 向 に 移 動 す る こ と に よ り 上 記 穿 刺 体 を 上 記 進 出 位 置 に 移 動 さ せ 、
か つ 、
上 記 ケ ー ス を 上 記 穿 刺 装 置 に 対 し て 相 対 的 に 上 記 進 出 方 向 に 移 動 さ せ て 上 記 ラ ン セ ッ ト を
上 記 穿 刺 装 置 か ら 取 り 外 す 際 に 、 上 記 穿 刺 体 を 上 記 ケ ー ス に 対 し て 相 対 的 に 退 避 方 向 に 移
動 さ せ て 上 記 退 避 位 置 保 持 手 段 に よ り 上 記 穿 刺 体 を 上 記 退 避 位 置 に 保 持 さ せ る よ う に 構 成
さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 、 穿 刺 装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】

本 発 明 は 、 体 液 に 含 ま れ る 被 検 知 物 質 の 濃 度 を 測 定 す る 場 合 な ど に 、 皮 膚 か ら の 体 液 採 取
を 行 う 際 に 使 用 す る ラ ン セ ッ ト お よ び 穿 刺 装 置 に 関 す る 。

家 庭 内 や 出 先 に お い て 個 人 が 血 糖 値 測 定 を 行 う こ と を 目 的 と し て 、 携 帯 型 と し て 構 成 さ れ
た 簡 易 血 糖 測 定 装 置 が 実 用 化 さ れ て い る 。 簡 易 血 糖 値 測 定 装 置 を 用 い て 血 糖 値 を 測 定 す る
場 合 、 酵 素 反 応 場 を 提 供 す る バ イ オ セ ン サ を 簡 易 血 糖 値 測 定 装 置 に セ ッ ト し た 状 態 で 、 バ
イ オ セ ン サ に 対 し て 血 液 を 供 給 す る 必 要 が あ る 。 こ の た め 、 皮 膚 に 針 を 穿 刺 す る こ と に よ
り 、 皮 膚 か ら の 血 液 の 出 液 を 促 す 穿 刺 装 置 も 提 供 さ れ て い る 。 皮 膚 を 穿 刺 す る た め の 穿 刺
針 は 、 衛 生 面 を 考 慮 し て 、 使 い 捨 て と し て 構 成 さ れ た ラ ン セ ッ ト の 形 態 と し て 提 供 さ れ る
。 ラ ン セ ッ ト と し て は 、 た と え ば 実 開 平 ５ － ８ ８ ５ ０ ３ 号 公 報 に 開 示 さ れ た も の が あ る 。
こ の 公 報 に 開 示 さ れ た ラ ン セ ッ ト は 、 部 品 点 数 の 低 減 に よ る 製 造 コ ス ト の 低 減 を 目 的 と し
た も の で あ り 、 本 願 の 図 ２ ７ Ａ お よ び 図 ２ ８ Ａ に 示 し た よ う な 構 成 を 有 し て い る 。
図 ２ ７ Ａ に 示 し た ラ ン セ ッ ト ８ は 、 ハ ウ ジ ン グ 部 ８ ０ に 対 し て 、 破 断 可 能 部 ８ １ を 介 し て
穿 刺 針 ハ ブ 部 ８ ２ を 保 持 さ せ た 構 成 を 有 し て い る 。 穿 刺 針 ハ ブ 部 ８ ２ に は 、 穿 刺 針 ８ ３ が
保 持 さ れ て い る 。 ハ ウ ジ ン グ 部 ８ ０ は 、 穿 刺 針 ハ ブ 部 ８ ２ の 後 端 部 ８ ２ ａ の 押 圧 を 可 能 と
す る た め の 第 １ 開 口 部 ８ ０ ａ と 、 穿 刺 針 ８ １ の 突 出 を 可 能 と す る た め の 第 ２ 開 口 部 ８ ０ ｂ
と を 有 し て い る 。 こ の 第 ２ 開 口 部 ８ ０ ｂ は 、 キ ャ ッ プ ８ ４ に よ り 閉 塞 さ れ て い る 。 キ ャ ッ
プ ８ ４ に は 、 破 断 可 能 部 ８ ４ ａ が 設 け ら れ て お り 、 図 ２ ７ Ｂ に 示 し た よ う に キ ャ ッ プ ８ ４
の 先 端 部 ８ ４ ｂ を 切 り 離 す こ と が で き る よ う に な っ て い る 。 キ ャ ッ プ ８ ４ の 先 端 部 ８ ４ ｂ
に は 、 針 先 収 容 空 間 ８ ４ ｃ が 設 け ら れ て い る 。
こ の ラ ン セ ッ ト ８ で は 、 キ ャ ッ プ ８ ４ の 先 端 部 ８ ４ ｂ を 切 り 離 し た 状 態 で 、 た と え ば 図 外
の 穿 刺 装 置 の 押 圧 体 ８ ５ に 対 し て 穿 刺 針 ハ ブ 部 ８ ２ の 後 端 部 ８ ２ ａ を 嵌 合 さ せ て 使 用 さ れ
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る 。 そ し て 、 押 圧 体 ８ ５ を 移 動 さ せ れ ば 、 破 断 可 能 部 ８ １ が 破 断 さ れ 、 穿 刺 針 ハ ブ 部 ８ ２
が 押 圧 方 向 （ 図 ２ ７ の 矢 印 Ａ 方 向 ） に 移 動 す る 。 そ う す れ ば 、 穿 刺 針 ８ ３ の 先 端 が 第 ２ 開
口 部 ８ ０ ｂ よ り も 前 方 側 に 位 置 し 、 皮 膚 に 対 す る 穿 刺 針 ８ ３ の 穿 刺 が 可 能 と な る 。 穿 刺 後
に お い て は 、 図 ２ ７ Ｃ に 示 し た よ う に キ ャ ッ プ ８ ４ の 先 端 部 ８ ４ ｂ を ひ っ く り 返 し て キ ャ
ッ プ ８ ４ の 後 端 部 に 先 端 部 ８ ４ ｂ を 取 り 付 け て 、 収 容 空 間 ８ ４ ｃ 内 に 針 先 を 収 容 す る よ う
に 構 成 さ れ て い る 。
一 方 、 図 ２ ８ Ａ に 示 し た ラ ン セ ッ ト ９ は 、 穿 刺 針 ハ ブ 部 ９ ０ が 、 弾 性 部 ９ １ を 介 し て ハ ウ
ジ ン グ 部 ９ ２ 内 に 収 容 保 持 さ れ て い る 。 ハ ウ ジ ン グ 部 ９ ２ の 開 口 部 ９ ２ ｂ に は 、 キ ャ ッ プ
９ ４ が 取 り 付 け ら れ て お り 、 こ の キ ャ ッ プ ９ ４ も ま た 、 破 断 可 能 部 ９ ４ ａ お よ び 収 容 空 間
９ ４ ｃ を 有 し て い る 。
こ の ラ ン セ ッ ト ９ に お い て も 、 図 ２ ８ Ｂ に 示 し た よ う に キ ャ ッ プ ９ ４ の 先 端 部 ９ ４ ｂ を 切
り 離 し た 状 態 で 穿 刺 針 ハ ブ 部 ９ ０ の 後 端 部 ９ ０ ａ を 図 中 の 矢 印 Ａ 方 向 に 押 圧 す る こ と に よ
り 、 穿 刺 針 ９ ３ の 先 端 部 を ハ ウ ジ ン グ 部 ９ ２ か ら 突 出 さ せ る こ と が で き る 。 し か も 、 押 圧
力 が 解 除 さ れ た 場 合 に は 、 弾 性 部 ９ １ の 復 元 力 に よ り 、 穿 刺 針 ハ ブ 部 ９ ０ が 元 の 位 置 に 復
帰 し 、 穿 刺 針 ９ ３ が ハ ウ ジ ン グ 部 ９ ２ 内 に 収 容 さ れ た 状 態 と な る よ う に 構 成 さ れ て い る 。
し か し な が ら 、 図 ２ ７ お よ び 図 ２ ８ に 示 し た ラ ン セ ッ ト ８ ， ９ で は 、 穿 刺 体 ハ ブ 部 ８ ２ ，
９ ０ か ら 穿 刺 針 ８ ３ ， ９ ３ が 突 出 し た 状 態 と な っ て い る 。 つ ま り 、 穿 刺 針 ８ ３ ， ９ ３ は 、
イ ン サ ー ト 成 形 に よ り 穿 刺 体 ハ ブ 部 ８ ２ ， ９ ０ に 先 端 部 を 除 い て 埋 設 さ れ た 恰 好 と さ れ て
い る 。 こ の よ う に し て 針 先 ８ ３ ， ９ ３ を 露 出 さ せ て 穿 刺 針 ８ ３ ， ９ ３ を イ ン サ ー ト 成 形 す
る 際 に は 、 針 先 を 曲 げ な い よ う に 注 意 す る 必 要 が あ り 、 製 造 が 困 難 で あ る 。 し か も 、 穿 刺
体 ハ ブ 部 ８ ２ ， ９ ０ は 、 ハ ウ ジ ン グ 部 ８ ０ ， ９ ２ に 対 し て 破 断 可 能 部 ８ １ や 弾 性 部 ９ １ を
介 し て 一 体 化 さ れ て お り 、 こ の よ う な 形 態 の も の を 一 体 成 形 す る の も 困 難 で あ る 。 さ ら に
は 、 ハ ウ ジ ン グ 部 ８ ０ ， ９ ２ に キ ャ ッ プ 部 ８ ４ ， ９ ４ を 装 着 す る 際 に も 針 先 が 曲 が っ て し
ま う こ と に 対 す る 配 慮 が 必 要 と な っ て 作 業 性 が 悪 い 。 こ の よ う に 、 図 ２ ７ お よ び 図 ２ ８ に
示 し た ラ ン セ ッ ト ８ ， ９ は 、 作 業 性 が 悪 い 上 に 製 造 し に く く 、 製 造 コ ス ト 的 に 不 利 で あ る
。
ま た 、 図 ２ ７ に 示 し た ラ ン セ ッ ト ８ に つ い て い え ば 、 破 断 可 能 部 ８ １ を 切 断 し た 後 に お い
て は 、 ハ ウ ジ ン グ 部 ８ ０ に 対 し て 穿 刺 針 ハ ブ 部 ８ ２ な い し は 穿 刺 針 ８ ３ が フ リ ー 状 態 と な
っ て い る 。 そ の た め 、 穿 刺 装 置 か ら ラ ン セ ッ ト ８ を 取 り 外 し て 破 棄 す る 際 に 、 穿 刺 針 ８ ３
が ハ ウ ジ ン グ 部 ８ ０ か ら 突 出 す る 可 能 性 が あ り 、 手 指 な ど に 穿 刺 針 ８ ３ が 刺 さ っ て し ま う
危 険 性 を 否 定 す る こ と が で き な い 。

本 発 明 は 、 ラ ン セ ッ ト を コ ス ト 的 に 有 利 に 製 造 で き る よ う に し 、 使 用 後 に お け る 穿 刺 針 の
突 出 を 抑 制 す る こ と を 目 的 と し て い る 。
本 発 明 の 第 １ の 側 面 に よ り 提 供 さ れ る ラ ン セ ッ ト は 、 内 部 空 間 を 有 す る ケ ー ス と 、 穿 刺 針
を 有 し 、 か つ 上 記 内 部 空 間 内 に お い て 待 機 位 置 か ら 進 出 位 置 に 向 け て 進 出 方 向 に 移 動 し う
る 穿 刺 体 と 、 を 備 え 、 上 記 ケ ー ス は 、 上 記 穿 刺 体 を 収 容 す る 本 体 部 と 、 こ の 本 体 部 と 一 体
成 形 さ れ 、 か つ 上 記 本 体 部 か ら 分 離 可 能 な キ ャ ッ プ 部 と 、 を 有 し て い る こ と を 特 徴 と し て
い る 。
穿 刺 体 は 、 た と え ば 穿 刺 針 に お け る 進 出 方 向 と は 反 対 方 向 で あ る 退 避 方 向 側 の 部 位 を 保 持
す る 保 持 部 と 、 穿 刺 針 に お け る 進 出 方 向 側 の 部 位 を 覆 い 、 か つ 保 持 部 か ら 分 離 可 能 な カ バ
ー 部 と 、 を 有 す る も の と し て 構 成 さ れ る 。 こ の 場 合 、 キ ャ ッ プ 部 と と も に カ バ ー 部 を 分 離
し て 穿 刺 針 の 先 端 部 を 露 出 さ せ る よ う に 構 成 す る こ と も で き る 。 カ バ ー 部 は 、 保 持 部 と 一
体 成 形 し て も よ い 。 こ の 場 合 、 穿 刺 針 は 、 カ バ ー 部 お よ び 保 持 部 に イ ン サ ー ト 成 形 さ れ る
。 カ バ ー 部 は 、 保 持 部 と 別 体 と し て 形 成 し て も よ い 。 こ の 場 合 、 穿 刺 針 は 、 た と え ば 接 着
剤 な ど を 利 用 し て 、 保 持 部 に 対 し て 固 定 さ れ る 。 も ち ろ ん 、 穿 刺 針 を 保 持 部 に 対 し て イ ン
サ ー ト 成 形 し て も よ い 。
本 側 面 に 係 る ラ ン セ ッ ト は 、 キ ャ ッ プ 部 の 回 転 に と も な っ て カ バ ー 部 を 回 転 さ せ る た め の
回 転 手 段 を 備 え た も の と し て 構 成 す る の が 好 ま し い 。 こ の 場 合 、 キ ャ ッ プ 部 を 回 転 さ せ る
回 転 力 と 、 キ ャ ッ プ 部 を 進 出 方 向 に 相 対 的 に 移 動 さ せ る 引 き 抜 き 力 と 、 を 作 用 さ せ る こ と
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に よ り 、 キ ャ ッ プ 部 と と も に カ バ ー 部 を 分 離 で き る よ う に 構 成 さ れ る 。
回 転 手 段 は 、 た と え ば カ バ ー 部 に 設 け ら れ 、 か つ 、 そ の 先 端 部 が 穿 刺 体 の 進 退 方 向 と 交 差
す る 方 向 に 偏 位 可 能 な 係 合 片 と 、 キ ャ ッ プ 部 に 設 け ら れ た 係 合 穴 で あ っ て 、 係 合 片 と 係 合
し 、 か つ こ の 係 合 片 の 先 端 部 を キ ャ ッ プ 部 の 回 転 方 向 お よ び 上 記 進 退 方 向 に 拘 束 す る 係 合
穴 と 、 を 有 す る も の と し て 構 成 さ れ る 。
回 転 手 段 は 、 カ バ ー 部 に 設 け ら れ た 凹 部 ま た は 凸 部 と 、 キ ャ ッ プ 部 に 設 け ら れ 、 か つ カ バ
ー 部 の 凹 部 ま た は 凸 部 と 係 合 す る 凸 部 ま た は 凹 部 と 、 を 有 す る も の と し て 構 成 し て も よ い
。
本 側 面 に 係 る ラ ン セ ッ ト は 、 キ ャ ッ プ 部 を 回 転 さ せ た 際 に 上 記 保 持 部 が 回 転 す る の を 防 止
す る た め の 回 転 防 止 手 段 を 備 え た も の と し て 構 成 す る の が 好 ま し い 。
本 側 面 に 係 る ラ ン セ ッ ト は 、 穿 刺 体 を 待 機 位 置 に 保 持 す る た め の 待 機 位 置 保 持 手 段 を 備 え
て い る の が 好 ま し い 。 待 機 位 置 保 持 手 段 は 、 た と え ば ケ ー ス お よ び 穿 刺 体 の う ち の 少 な く
と も 一 方 に 設 け ら れ た 弾 性 部 を 有 し て お り 、 か つ 弾 性 部 の 弾 発 力 に よ っ て 穿 刺 体 を 保 持 す
る よ う に 構 成 さ れ る 。
本 側 面 に 係 る ラ ン セ ッ ト は 、 待 機 位 置 か ら 進 出 位 置 に 移 動 し た 穿 刺 体 を 、 進 出 位 置 か ら 退
避 さ せ て 退 避 位 置 に 保 持 さ せ る た め の 退 避 位 置 保 持 手 段 を さ ら に 備 え て い る の が 好 ま し い
。
本 発 明 の 第 ２ の 側 面 に お い て は 、 内 部 空 間 を 有 す る ケ ー ス と 、 穿 刺 針 を 有 し 、 か つ 上 記 内
部 空 間 内 に お い て 待 機 位 置 か ら 進 出 位 置 に 向 け て 進 出 方 向 に 移 動 し う る 穿 刺 体 と 、 を 備 え
、 上 記 ケ ー ス は 、 上 記 穿 刺 体 を 収 容 し 、 か つ 上 記 穿 刺 針 の 進 出 を 許 容 す る た め の 開 口 部 を
有 す る 本 体 部 と 、 上 記 開 口 部 を 覆 う と と も に 上 記 本 体 部 か ら 分 離 可 能 な キ ャ ッ プ 部 と 、 を
有 し て お り 、 上 記 穿 刺 体 は 、 上 記 穿 刺 針 の 退 避 方 向 側 の 部 位 を 保 持 す る 保 持 部 と 、 上 記 穿
刺 針 の 進 出 方 向 側 の 部 位 を 覆 い 、 か つ 上 記 保 持 部 か ら 分 離 可 能 な カ バ ー 部 と 、 を 有 し て お
り 、 上 記 キ ャ ッ プ 部 と と も に 上 記 カ バ ー 部 を 分 離 し て 上 記 穿 刺 針 の 先 端 部 を 上 記 開 口 部 か
ら 突 出 す る こ と な く 露 出 さ せ る よ う に 構 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 、 ラ ン セ ッ ト が 提
供 さ れ る 。
カ バ ー 部 は 、 保 持 部 と 一 体 成 形 し て も よ い 。 こ の 場 合 、 穿 刺 針 は 、 カ バ ー 部 お よ び 保 持 部
に イ ン サ ー ト 成 形 さ れ る 。 カ バ ー 部 は 、 保 持 部 と 別 体 と し て 形 成 し て も よ い 。 こ の 場 合 、
穿 刺 針 は 、 た と え ば 接 着 剤 な ど を 利 用 し て 、 保 持 部 に 対 し て 固 定 さ れ る 。 も ち ろ ん 、 穿 刺
針 を 保 持 部 に 対 し て イ ン サ ー ト 成 形 し て も よ い 。
本 側 面 に 係 る ラ ン セ ッ ト は 、 キ ャ ッ プ 部 の 回 転 に と も な っ て カ バ ー 部 を 回 転 さ せ る た め の
回 転 手 段 を 備 え て い る の が 好 ま し い 。 こ の 場 合 、 ラ ン セ ッ ト は 、 た と え ば キ ャ ッ プ 部 を 回
転 さ せ る 回 転 力 と 、 キ ャ ッ プ 部 を 進 出 方 向 に 相 対 的 に 移 動 さ せ る 引 き 抜 き 力 と 、 を 作 用 さ
せ る こ と に よ り 、 上 記 キ ャ ッ プ 部 と と も に 上 記 カ バ ー 部 を 分 離 で き る よ う に 構 成 さ れ る 。
回 転 手 段 は 、 た と え ば カ バ ー 部 に 設 け ら れ 、 か つ 、 そ の 先 端 部 が 穿 刺 体 の 進 退 方 向 と 交 差
す る 方 向 に 偏 位 可 能 な 係 合 片 と 、 キ ャ ッ プ 部 に 設 け ら れ た 係 合 穴 で あ っ て 、 係 合 片 と 係 合
し 、 か つ こ の 係 合 片 の 先 端 部 を キ ャ ッ プ 部 の 回 転 方 向 お よ び 進 退 方 向 に 拘 束 す る 係 合 穴 と
、 を 有 す る も の と し て 構 成 さ れ る 。
回 転 手 段 は 、 カ バ ー 部 に 設 け ら れ た 凹 部 ま た は 凸 部 と 、 キ ャ ッ プ 部 に 設 け ら れ 、 か つ カ バ
ー 部 の 凹 部 ま た は 凸 部 と 係 合 す る 凸 部 ま た は 凹 部 と 、 を 有 す る も の と し て 構 成 し て も よ い
。
キ ャ ッ プ 部 と 本 体 部 の 境 界 部 分 に は 、 脆 弱 部 を 形 成 す る の が 好 ま し い 。 そ う す れ ば 、 本 体
部 か ら キ ャ ッ プ 部 を 容 易 に 分 離 で き る よ う に な る 。 脆 弱 部 は 、 た と え ば 境 界 部 分 に ノ ッ チ
を 形 成 し 、 他 の 部 分 に 比 べ て 境 界 部 分 を 薄 肉 と し 、 あ る い は 境 界 部 分 に 内 部 空 間 に 連 通 す
る 複 数 の 貫 通 孔 を 形 成 す る こ と に よ り 設 け る こ と が で き る 。
保 持 部 と カ バ ー 部 と の 境 界 部 分 に は 、 脆 弱 部 を 設 け て お く の が 好 ま し い 。 そ う す れ ば 、 保
持 部 か ら カ バ ー 部 を 容 易 に 分 離 す る こ と が で き る よ う に な る 。 脆 弱 部 は 、 た と え ば ノ ッ チ
を 形 成 し 、 ま た は 他 の 部 分 に 比 べ て 境 界 部 分 を 薄 肉 と す る こ と に よ り 設 け る こ と が で き る
。
本 側 面 に 係 る ラ ン セ ッ ト は 、 キ ャ ッ プ 部 を 回 転 さ せ た 際 に 保 持 部 が 回 転 す る の を 防 止 す る
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た め の 回 転 防 止 手 段 を 備 え て い る の が 好 ま し い 。
本 発 明 の 第 ３ の 側 面 に お い て は 、 内 部 空 間 を 有 す る ケ ー ス と 、 穿 刺 針 を 有 し 、 か つ 上 記 内
部 空 間 内 に お い て 待 機 位 置 か ら 進 出 位 置 に 向 け て 進 出 方 向 に 移 動 し う る 穿 刺 体 と 、 上 記 穿
刺 体 を 上 記 待 機 位 置 に 保 持 す る た め の 待 機 位 置 保 持 手 段 を 備 え 、 上 記 待 機 位 置 保 持 手 段 は
、 上 記 ケ ー ス お よ び 上 記 穿 刺 体 の う ち の 少 な く と も 一 方 に 設 け ら れ た 弾 性 部 を 有 し て お り
、 か つ 上 記 弾 性 部 の バ ネ 力 に よ っ て 上 記 穿 刺 体 を 保 持 す る よ う に 構 成 さ れ て い る こ と を 特
徴 と す る 、 ラ ン セ ッ ト が 提 供 さ れ る 。
本 側 面 に 係 る ラ ン セ ッ ト は 進 出 位 置 か ら 退 避 さ せ た 穿 刺 体 を 、 退 避 位 置 に 保 持 さ せ る た め
の 退 避 位 置 保 持 手 段 を さ ら に 備 え た も の と し て 構 成 す る の が 好 ま し い 。 こ の 場 合 、 待 機 位
置 保 持 手 段 は 、 ケ ー ス の 内 面 に 設 け ら れ た 凸 部 を 有 す る も の と さ れ 、 退 避 位 置 保 持 手 段 は
、 弾 性 部 に 設 け ら れ 、 か つ ケ ー ス の 凸 部 と 係 合 し う る 凹 部 を 有 す る も の と さ れ る 。
本 願 発 明 の 第 ４ の 側 面 に お い て は 、 穿 刺 針 を 有 す る 穿 刺 体 と 、 上 記 穿 刺 体 を 待 機 位 置 か ら
進 出 位 置 に 移 動 可 能 に 保 持 す る ケ ー ス と 、 上 記 進 出 位 置 か ら 退 避 さ せ た 上 記 穿 刺 体 を 、 退
避 位 置 に 保 持 さ せ る た め の 退 避 位 置 保 持 手 段 と 、 を 備 え た こ と を 特 徴 と す る 、 ラ ン セ ッ ト
が 提 供 さ れ る 。
退 避 位 置 保 持 手 段 は 、 た と え ば ケ ー ス お よ び 穿 刺 体 の う ち の 少 な く と も 一 方 に 設 け ら れ た
弾 性 部 を 有 し て お り 、 か つ 弾 性 部 の 弾 発 力 に よ っ て 穿 刺 体 を 保 持 す る よ う に 構 成 さ れ る 。
弾 性 部 は 、 穿 刺 体 に 設 け ら れ 、 か つ 穿 刺 体 の 外 方 側 に 向 け て 付 勢 さ れ た 揺 動 部 と し て 構 成
す る の が 好 ま し い 。
本 側 面 に 係 る ラ ン セ ッ ト は 、 穿 刺 体 を 待 機 位 置 に 保 持 す る た め の 待 機 位 置 保 持 手 段 を さ ら
に 備 え て い る の が 好 ま し い 。 こ の 場 合 、 待 機 位 置 保 持 手 段 は 、 穿 刺 体 の 外 面 に 設 け ら れ た
凹 部 ま た は 凸 部 と 、 ケ ー ス の 内 面 に 設 け ら れ 、 か つ 穿 刺 体 の 凹 部 ま た は 凸 部 と 係 合 す る 凸
部 ま た は 凹 部 と 、 を 有 す る も の と さ れ 、 退 避 位 置 保 持 手 段 は 、 ケ ー ス の 凸 部 ま た は 凹 部 と
、 穿 刺 体 の 凹 部 ま た は 凸 部 よ り も 退 避 方 向 側 に 設 け ら れ 、 か つ ケ ー ス の 凸 部 ま た は 凹 部 が
係 止 さ れ る 凹 部 ま た は 凸 部 と 、 を 有 す る も の と さ れ る 。
退 避 位 置 保 持 手 段 は 、 た と え ば ケ ー ス の 内 面 に 設 け ら れ た 凸 部 と 、 穿 刺 体 の 外 面 か ら 突 出
し て 設 け ら れ た 第 １ 円 形 状 フ ラ ン ジ 部 と 、 穿 刺 体 に お け る 第 １ 円 形 状 フ ラ ン ジ 部 の 退 避 方
向 側 に 隣 接 し た 部 位 に お い て 第 １ 円 形 状 フ ラ ン ジ 部 よ り も 小 径 に 設 け ら れ 、 か つ 第 １ 円 形
状 フ ラ ン ジ 部 と と も に 凸 部 を 係 合 す る た め の 係 合 溝 を 形 成 す る 第 ２ 円 形 状 フ ラ ン ジ 部 と 、
を 有 す る も の と し て 構 成 し て も よ い 。
本 願 発 明 の 第 ５ の 側 面 に お い て は 、 穿 刺 針 を 有 す る ラ ン セ ッ ト が 装 着 さ れ 、 か つ 上 記 穿 刺
針 を 進 出 さ せ る た め の 穿 刺 装 置 で あ っ て 、 上 記 ラ ン セ ッ ト が 、 穿 刺 針 を 有 す る 穿 刺 体 と 、
こ の 穿 刺 体 を 　 待 機 位 置 か ら 進 出 位 置 に 移 動 可 能 に 保 持 す る ケ ー ス と 、 上 記 進 出 位 置 か ら
退 避 さ せ た 上 記 穿 刺 体 を 、 退 避 位 置 に お い て 保 持 さ せ る た め の 退 避 位 置 保 持 手 段 と 、 を 備
え た も の で あ り 、 上 記 穿 刺 装 置 は 、 進 出 方 向 に 移 動 可 能 で あ り 、 か つ 上 記 穿 刺 体 の 退 避 方
向 側 の 部 位 を 保 持 す る た め の 移 動 体 を 有 し て お り 、 上 記 移 動 体 が 上 記 進 出 方 向 に 移 動 す る
こ と に よ り 上 記 穿 刺 体 を 上 記 進 出 位 置 に 移 動 さ せ 、 か つ 、 上 記 ケ ー ス を 上 記 穿 刺 装 置 に 対
し て 相 対 的 に 上 記 進 出 方 向 に 移 動 さ せ て 上 記 ラ ン セ ッ ト を 上 記 穿 刺 装 置 か ら 取 り 外 す 際 に
、 上 記 穿 刺 体 を 上 記 ケ ー ス に 対 し て 相 対 的 に 退 避 方 向 に 移 動 さ せ て 上 記 退 避 位 置 保 持 手 段
に よ り 上 記 穿 刺 体 を 上 記 退 避 位 置 に 保 持 さ せ る よ う に 構 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 、
穿 刺 装 置 が 提 供 さ れ る 。

ま ず 、 第 １ の 実 施 の 形 態 に 係 る ラ ン セ ッ ト Ｘ １ に つ い て 、 図 １ な い し 図 ３ を 参 照 し て 説 明
す る 。 こ れ ら の 図 に 示 し た よ う に 、 ラ ン セ ッ ト Ｘ １ は 、 ケ ー ス １ 内 に 穿 刺 体 ２ が 保 持 さ れ
た 形 態 を 有 し て い る 。 こ の ラ ン セ ッ ト Ｘ １ は 、 後 述 す る よ う に 穿 刺 装 置 の 先 端 部 に 取 り 付
け て 使 用 さ れ る 。
ケ ー ス １ は 、 内 部 空 間 １ ０ を 有 す る 本 体 部 １ １ に 対 し て 、 キ ャ ッ プ 部 １ ２ を 一 体 成 形 し た
形 態 を 有 し て い る 。 内 部 空 間 １ ０ は 、 穿 刺 体 ２ を 収 容 す る た め の 空 間 で あ り 、 後 述 す る よ
う に 、 カ バ ー 部 ２ ２ を 分 離 し た 穿 刺 体 ２ が 、 こ の 内 部 空 間 １ ０ 内 を 進 退 し 得 る 。 内 部 空 間
１ ０ は 、 開 口 部 １ ０ ａ を 介 し て 外 部 と 連 通 し て い る 。
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本 体 部 １ １ と キ ャ ッ プ 部 １ ２ と の 境 界 部 分 に は 、 図 ２ な い し 図 ５ に 示 し た よ う に 脆 弱 部 １
３ が 設 け ら れ て い る 。 こ の 脆 弱 部 １ ３ は 、 本 体 部 １ １ に 対 し て キ ャ ッ プ 部 １ ２ を 分 離 し や
す く す る た め の も の で あ り 、 図 ４ お よ び 図 ５ に よ く 表 れ て い る よ う に 複 数 の 貫 通 孔 １ ３ ａ
を 形 成 す る こ と に よ り 脆 弱 化 さ れ て い る 。 た だ し 、 複 数 の 貫 通 孔 １ ３ ａ の 個 数 や 形 状 は と
く に 限 定 さ れ な い 。 脆 弱 部 は 、 た と え ば 本 体 部 と キ ャ ッ プ 部 と の 境 界 部 分 の 厚 み を 選 択 的
に 小 さ く す る こ と に よ り 構 成 し て も よ い 。
本 体 部 １ １ は 、 図 １ な い し 図 ３ に 示 し た よ う に 全 体 と し て 筒 状 で あ り 、 相 対 的 に 内 径 の 大
き な 第 １ 筒 状 部 １ ４ 、 相 対 的 に 内 径 の 小 さ な 第 ２ 筒 状 部 １ ５ 、 お よ び 第 １ 筒 状 部 １ ４ と 第
２ 筒 状 部 １ ５ の 間 を 繋 ぐ テ ー パ 部 １ ６ を 有 し て い る 。 第 １ 筒 状 部 １ ４ の 内 面 １ ７ に は 、 図
７ に 示 し た よ う に 複 数 の 凸 部 １ ８ ａ お よ び 複 数 の 凹 部 １ ８ ｂ が 設 け ら れ て い る 。 第 １ 筒 状
部 １ ４ の 外 面 に は 、 図 １ な い し 図 ３ に 示 し た よ う に 環 状 の フ ラ ン ジ 部 １ ４ ａ が 設 け ら れ て
い る 。 こ の フ ラ ン ジ 部 １ ４ ａ は 、 後 述 す る よ う に 穿 刺 装 置 に ラ ン セ ッ ト Ｘ １ を 装 着 す る 際
の ス ト ッ パ と し て 機 能 す る も の で あ る 。
キ ャ ッ プ 部 １ ２ は 、 内 部 空 間 １ ０ に 連 通 す る 係 合 穴 １ ９ を ２ つ 有 し て い る 。
穿 刺 体 ２ は 、 保 持 部 ２ １ お よ び カ バ ー 部 ２ ２ 内 に 穿 刺 針 ２ ０ を イ ン サ ー ト 成 形 し た 形 態 を
有 し て い る 。 保 持 部 ２ １ お よ び カ バ ー 部 ２ ２ は 一 体 成 形 さ れ て お り 、 こ れ ら の 境 界 部 分 に
は 、 ノ ッ チ ２ ３ が 形 成 さ れ て 脆 弱 化 さ れ て い る 。 保 持 部 ２ １ は 、 第 １ 筒 状 部 １ ４ の 内 径 よ
り も 最 大 径 が 若 干 小 さ い ス ト ッ パ 部 ２ ４ を 有 し て い る 。 た だ し 、 保 持 部 ２ １ と カ バ ー 部 ２
２ と は 、 必 ず し も 一 体 成 形 す る 必 要 は 無 く 、 そ れ ら を 別 体 に 形 成 し て も よ い 。 ま た 、 穿 刺
針 ２ ０ は 、 保 持 部 ２ １ に 対 し て 接 着 剤 を 用 い て 固 定 し て も よ い 。
こ の ス ト ッ パ 部 ２ ４ は 、 図 ２ お よ び 図 ６ に 良 く 表 れ て い る よ う に ス ト ッ パ 面 ２ ５ 、 円 筒 面
２ ６ お よ び テ ー パ 面 ２ ７ ， ２ ８ を 有 し て い る 。
ス ト ッ パ 面 ２ ５ は 、 カ バ ー 部 ２ ２ を 分 離 し た 穿 刺 体 ２ が 内 部 空 間 １ ０ 内 を 進 出 方 向 （ 図 ２
な い し 図 ４ の 左 側 ） に 移 動 し た 場 合 に ケ ー ス １ の テ ー パ 部 １ ６ と 干 渉 し 、 穿 刺 体 ２ の 移 動
を 穿 刺 位 置 に お い て 規 制 す る も の で あ る 。
円 筒 面 ２ ６ に は 、 図 ６ に 良 く 表 れ て い る よ う に 環 状 凹 部 ２ ６ ａ が 形 成 さ れ て い る 。 こ の 環
状 凹 部 ２ ６ ａ に は 複 数 の 突 起 ２ ６ ｂ が 設 け ら れ て い る 。 環 状 凹 部 ２ ６ ａ や 突 起 ２ ６ ｂ は 、
第 １ 筒 状 部 １ ４ の 複 数 の 凸 部 １ ８ ａ と 係 合 す る も の で あ る 。 こ れ ら が 係 合 し た 状 態 で は 、
穿 刺 体 ２ は 、 ケ ー ス １ 内 に お い て 待 機 位 置 に 保 持 さ れ 、 穿 刺 体 ２ の 回 転 が 抑 制 さ れ る 。 た
だ し 、 穿 刺 体 ２ の 回 転 を 抑 制 す る 構 成 は 、 図 ７ に 示 し た 構 成 に は 限 定 さ れ な い 。 た と え ば
、 穿 刺 体 ２ に お け る ス ト ッ パ 部 ２ ４ 以 外 の 部 位 に お い て ケ ー ス １ に 対 す る 穿 刺 体 ２ の 回 転
を 抑 制 す る よ う に し て も よ く 、 ま た 複 数 の 突 起 ２ ６ ｂ や 複 数 の 凸 部 １ ８ ａ の 形 状 や 個 数 に
つ い て も 穿 刺 体 ２ の 回 転 を 抑 制 で き る 範 囲 に お い て 変 更 可 能 で あ る 。
テ ー パ 面 ２ ８ に は 、 図 ２ お よ び 図 ６ に 示 し た よ う に 複 数 の 突 起 ２ ８ ａ が 設 け ら れ て い る 。
こ れ ら の 突 起 ２ ８ ａ は 、 後 述 す る よ う に 穿 刺 体 ２ を 退 避 位 置 に 保 持 す る た め の も の で あ る
。
カ バ ー 部 ２ ２ は 、 穿 刺 針 ２ ０ の 先 端 部 を 覆 っ て 穿 刺 針 ２ ０ が 外 気 に 触 れ る の を 防 止 す る た
め の も の で あ る 。 カ バ ー 部 ２ ２ の 先 端 部 は 、 図 ２ に 良 く 表 れ て い る よ う に 一 対 の 係 止 片 ２
９ と さ れ て い る 。 こ れ ら の 係 止 片 ２ ９ は 、 一 定 間 隔 隔 て て 設 け ら れ 、 か つ 一 端 部 ２ ９ ａ が
自 由 端 と さ れ て い る た め に バ ネ 性 が 付 与 さ れ て い る 。 し た が っ て 、 一 対 の 係 止 片 ２ ９ の 一
端 部 ２ ９ ａ ど う し は 、 互 い に 近 接 離 間 可 能 と さ れ て い る 。 各 係 止 片 ２ ９ の 一 端 部 ２ ９ ａ に
は 、 テ ー パ 面 ２ ９ ｃ を 有 す る フ ッ ク 部 ２ ９ ｂ が 設 け ら れ て い る 。 こ れ ら の フ ッ ク 部 ２ ９ ｂ
は 、 図 １ お よ び 図 ２ に 良 く 表 れ て い る よ う に キ ャ ッ プ 部 １ ２ の 係 合 穴 １ ９ に 係 止 さ れ る も
の で あ る 。 係 合 穴 １ ９ に フ ッ ク 部 ２ ９ ｂ が 係 止 さ れ た 状 態 で は 、 フ ッ ク 部 ２ ９ ｂ ひ い て は
カ バ ー 部 ２ ２ は 、 キ ャ ッ プ 部 １ ２ に 対 し て 回 転 方 向 お よ び 進 退 方 向 に 拘 束 さ れ る 。
こ の よ う な ラ ン セ ッ ト Ｘ １ は 、 ケ ー ス １ お よ び 穿 刺 体 ２ を そ れ ぞ れ 樹 脂 形 成 し た 後 、 ケ ー
ス １ に 穿 刺 体 ２ を 装 着 す る こ と に よ り 製 造 す る こ と が で き る 。 ケ ー ス １ へ の 穿 刺 体 ２ の 装
着 は 、 図 ８ に 良 く 表 れ て い る よ う に ケ ー ス １ の 開 口 部 １ ０ ａ か ら 、 穿 刺 体 ２ を 係 止 片 ２ ９
側 か ら 挿 入 す る だ け で よ い 。
穿 刺 体 ２ を 挿 入 過 程 に お い て は 、 係 止 片 ２ ９ は 第 １ 筒 状 部 １ ４ 内 を 通 過 し て テ ー パ 部 １ ６

10

20

30

40

50

(8) JP WO2003/005907 A1 2003.1.23



に さ し か か っ た と き 、 テ ー パ 部 １ ６ に 対 し て 係 止 片 ２ ９ の テ ー パ 面 ２ ９ ｃ が 干 渉 す る 。 こ
こ か ら さ ら に 穿 刺 体 ２ に 対 し て 挿 入 方 向 （ 図 ８ の 矢 印 方 向 ） に 力 を 作 用 さ せ れ ば 、 テ ー パ
面 ２ ９ ｃ に 対 し て 一 対 の 係 止 片 ２ ９ を 互 い に 近 接 さ せ る 力 が 作 用 す る 。 そ の 結 果 、 係 止 片
２ ９ は 、 内 径 の 相 対 的 に 小 さ い 第 ２ 筒 状 部 １ ５ 内 を も 移 動 す る こ と が で き る よ う に な る 。
さ ら に 深 く 穿 刺 体 ２ を 挿 入 す れ ば 、 係 止 片 ２ ９ の 一 端 部 ２ ９ ａ が キ ャ ッ プ 部 １ ２ の 係 合 穴
１ ９ に さ し か か り 、 フ ッ ク 部 ２ ９ ｂ が 係 合 穴 １ ９ と 対 応 し た と き に テ ー パ 面 ２ ９ ｃ に 作 用
す る 力 が 解 除 さ れ る 。 こ の と き 、 一 対 の 係 止 片 ２ ９ が 互 い に 離 間 し 、 フ ッ ク 部 ２ ９ ｂ が 係
合 穴 １ ９ に 掛 け 止 め さ れ る 。 そ の 一 方 で 、 図 ２ に 良 く 表 れ て い る よ う に 、 穿 刺 体 ２ の 環 状
凹 部 ２ ６ ａ に 、 ケ ー ス １ の 複 数 の 凸 部 １ ８ ａ が 係 合 さ れ 、 ケ ー ス １ 内 に 穿 刺 体 ２ が 待 機 位
置 で 保 持 さ れ る 。
こ の よ う に 、 ラ ン セ ッ ト Ｘ １ は 、 ケ ー ス １ と 穿 刺 体 ２ と を 樹 脂 成 形 し た 後 に ケ ー ス １ に 対
し て 穿 刺 体 ２ を 挿 入 す る と い っ た 極 め て 簡 易 な 作 業 に よ り 製 造 す る こ と が で き る 。 し か も
、 穿 刺 針 ２ ０ が カ バ ー 部 ２ ２ に よ り 覆 わ れ た 状 態 で ラ ン セ ッ ト Ｘ １ を 組 み 立 て る こ と が で
き る た め 、 組 立 時 に 危 険 を 伴 わ ず 、 ま た 針 先 が 曲 が っ て し ま う こ と を 抑 制 す る こ と が で き
る 。 ケ ー ス １ に お い て は 、 キ ャ ッ プ 部 １ ２ が 本 体 部 １ １ に 対 し て 一 体 的 に 樹 脂 成 形 さ れ て
い る た め 、 キ ャ ッ プ 部 １ ２ を 別 金 型 で 形 成 す る 必 要 が な い た め 、 製 造 コ ス ト 的 に も 有 利 で
あ る 。 も ち ろ ん 、 穿 刺 体 ２ は 、 保 持 部 ２ １ と カ バ ー 部 ２ ２ と が 一 体 成 形 し 、 こ れ ら の 内 部
に 穿 刺 針 ２ ０ の 全 体 が 埋 設 さ れ る よ う に イ ン サ ー ト 成 形 す れ ば よ い た め 、 製 造 容 易 で あ り
、 ま た 針 先 が カ バ ー 部 ２ ２ に よ り 覆 わ れ て い る た め 、 穿 刺 体 ２ の 製 造 時 に 針 先 が 曲 が っ て
し ま う こ と も 抑 制 で き る 。
ラ ン セ ッ ト Ｘ １ は 、 先 に も 触 れ た よ う に 穿 刺 装 置 に 装 着 し て 使 用 さ れ る が 、 そ の 前 に ケ ー
ス １ の キ ャ ッ プ 部 １ ２ を 取 り 外 す 必 要 が あ る 。 キ ャ ッ プ 部 １ ２ の 取 り 外 し は 、 図 ９ Ａ に 示
し た よ う に キ ャ ッ プ 部 １ ２ を 回 転 さ せ る 力 と 引 き 抜 く 力 を 作 用 さ せ る だ け で よ い 。
キ ャ ッ プ 部 １ ２ を 回 転 さ せ る と 、 キ ャ ッ プ 部 １ ２ と 本 体 部 １ １ の 境 界 部 分 に 脆 弱 部 １ ３ が
形 成 さ れ て い る た め に 境 界 部 分 が 破 断 さ れ る 。 一 方 、 穿 刺 体 ２ は 、 カ バ ー 部 ２ ２ に お い て
キ ャ ッ プ 部 １ ２ に 対 し て 回 転 方 向 に 拘 束 さ れ て い る た め 、 キ ャ ッ プ 部 １ ２ の 回 転 に 伴 っ て
穿 刺 体 ２ も 一 体 的 に 回 転 し よ う と す る 。 こ れ に 対 し て 、 穿 刺 体 ２ は 、 ス ト ッ パ 部 ２ ４ に お
い て 第 １ 筒 状 部 １ ４ に 対 し て 回 転 す る こ と が 抑 制 さ れ て い る と と も に 、 カ バ ー 部 ２ ２ と 保
持 部 ２ １ と の 境 界 部 分 は ノ ッ チ ２ ３ が 形 成 さ れ て 脆 弱 化 さ れ て い る 。 そ の た め 、 キ ャ ッ プ
部 １ ２ の 回 転 に と も な っ て カ バ ー 部 ２ ２ の み が 回 転 し 、 穿 刺 体 ２ の 境 界 部 分 が 破 断 さ れ る
。
一 方 、 キ ャ ッ プ 部 １ ２ に 対 し て 引 き 抜 き 力 を 作 用 さ せ た 場 合 に は 、 穿 刺 体 ２ の カ バ ー 部 ２
２ が キ ャ ッ プ 部 １ ２ に 対 し て 進 退 方 向 に 拘 束 さ れ て い る た め に カ バ ー 部 ２ ２ に も 引 き 抜 き
力 が 作 用 す る 。 こ の と き 、 穿 刺 体 ２ の 環 状 凹 部 ２ ６ ａ と ケ ー ス １ の 複 数 の 凸 部 １ ８ ａ と が
係 合 し て い る か ら 、 図 ９ Ｂ に 示 し た よ う に カ バ ー 部 ２ ２ の み が キ ャ ッ プ 部 １ ２ と と も に 引
き 抜 か れ 、 穿 刺 針 ２ ０ の 先 端 部 が 露 出 す る 。
図 １ ０ Ａ に 示 し た よ う に 、 ラ ン セ ッ ト Ｘ １ を 装 着 す る 穿 刺 装 置 Ｙ は 、 ハ ウ ジ ン グ ３ と 、 こ
の ハ ウ ジ ン グ ３ を 進 退 方 向 に 移 動 す る 移 動 体 ４ と 、 を 有 し た も の で あ る 。 ハ ウ ジ ン グ ３ は
、 そ の 先 端 部 に 開 口 ３ ０ が 形 成 さ れ て い る と と も に 、 ラ ン セ ッ ト Ｘ １ に お け る ケ ー ス １ の
第 １ 筒 状 部 １ ４ の 外 径 寸 法 に 対 応 し た 内 径 を 有 し て い る 。 一 方 、 移 動 体 ４ の 先 端 部 は 、 第
１ 筒 状 部 １ ４ の 内 径 寸 法 に 対 応 し た 外 径 を 有 す る と と も に 穿 刺 体 ２ の 保 持 部 ２ １ に お け る
後 端 部 の 外 径 寸 法 に 対 応 し た 内 径 を 有 す る 筒 状 と さ れ て い る 。
こ の 穿 刺 装 置 Ｙ の 先 端 部 に 対 し て は 、 ラ ン セ ッ ト Ｘ １ の 後 端 部 を 挿 入 す る こ と に よ り ラ ン
セ ッ ト Ｘ １ が 装 着 さ れ る 。 よ り 具 体 的 に は 、 図 １ ０ Ｂ お よ び 図 １ ０ Ｃ に 示 し た よ う に 移 動
体 ４ に 穿 刺 体 ２ の 保 持 部 ２ １ を 嵌 合 さ せ 、 ハ ウ ジ ン グ ３ と 移 動 体 ４ の 間 に ケ ー ス １ の 第 １
筒 状 部 １ ４ を 嵌 合 さ せ る こ と に よ り 、 ラ ン セ ッ ト Ｘ １ が 穿 刺 装 置 Ｙ に 装 着 さ れ る 。
ラ ン セ ッ ト Ｘ １ を 挿 入 す る 過 程 に お い て は 、 図 １ ０ Ｂ に 示 し た よ う に 移 動 体 ４ の 端 面 ４ ０
が 穿 刺 体 ２ の ス ト ッ パ 部 ２ ４ を 押 圧 す る 。 こ の と き ま で は 、 図 １ １ Ａ に 示 し た よ う に ス ト
ッ パ 部 ２ ４ の 環 状 凹 部 ２ ６ ａ に 対 し て ケ ー ス １ の 複 数 の 凸 部 １ ８ ａ が 係 合 し て い る 。 こ の
状 態 か ら 、 さ ら に ラ ン セ ッ ト Ｘ １ を 挿 入 す れ ば 、 図 １ １ Ｂ に 示 し た よ う に 移 動 体 ４ か ら の
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押 圧 力 に よ り 複 数 の 凸 部 １ ８ ａ と 環 状 凹 部 ２ ６ ａ と の 間 の 係 合 状 態 が 解 除 さ れ 、 穿 刺 体 ２
が ケ ー ス １ に 対 し て 相 対 的 に 進 出 方 向 に 移 動 す る 。 一 方 、 ケ ー ス １ の 外 面 に は 、 フ ラ ン ジ
部 １ ４ ａ が 形 成 さ れ て い る か ら 、 こ の フ ラ ン ジ 部 １ ４ ａ と ハ ウ ジ ン グ ３ の 端 面 ３ １ と が 干
渉 し た と こ ろ で ラ ン セ ッ ト Ｘ １ の 挿 入 が 規 制 さ れ 、 穿 刺 装 置 Ｙ に 対 す る ラ ン セ ッ ト Ｘ １ の
装 着 が 完 了 す る 。
図 １ ２ Ａ に 示 し た よ う に 、 穿 刺 動 作 に お い て は 、 移 動 体 ４ を 進 出 方 向 に 移 動 さ せ て 穿 刺 体
２ を 進 出 方 向 に 移 動 さ せ る こ と に よ り 穿 刺 針 ２ ０ が ケ ー ス １ か ら 突 出 し た 状 態 と さ れ る 。
し た が っ て 、 ケ ー ス １ を 皮 膚 面 に 押 し 付 け た 状 態 で 移 動 体 ４ を 移 動 さ せ れ ば 、 皮 膚 面 を 穿
刺 し て 血 液 を 出 液 さ せ る こ と が で き る 。 な お 、 移 動 体 ４ の 移 動 は 、 た と え ば 公 知 の ラ ッ チ
機 構 に よ り 移 動 体 ４ を 弾 性 付 勢 し た 後 、 ラ ッ チ 状 態 を 解 除 す る こ と に よ り 行 わ れ る 。
穿 刺 動 作 を 終 了 し た 後 に お い て は 、 ラ ン セ ッ ト Ｘ １ を 穿 刺 装 置 Ｙ か ら 取 り 外 す 必 要 が あ る
。 ラ ン セ ッ ト Ｘ １ の 取 り 外 し は 、 穿 刺 装 置 Ｙ に 対 し て ラ ン セ ッ ト Ｘ １ を 相 対 的 に 進 出 方 向
に 移 動 さ せ る こ と に よ り 容 易 に 行 う こ と が で き る 。 こ の と き 、 穿 刺 体 ２ の 保 持 部 ２ １ の 後
端 部 が 移 動 体 ４ に 嵌 合 さ れ て い る か ら 、 図 １ ２ Ｂ に 示 し た よ う に 穿 刺 体 ２ が ケ ー ス １ に 対
し て 相 対 的 に 退 避 方 向 に 移 動 す る 。 穿 刺 体 ２ の 相 対 動 は 、 図 １ ３ に 示 し た よ う に 複 数 の 突
起 ２ ８ ａ に 対 し て ケ ー ス １ の 複 数 の 凸 部 １ ８ ａ が 係 止 さ れ る ま で 行 わ れ る 。 複 数 の 突 起 ２
８ ａ に 複 数 の 凸 部 １ ８ ａ が 係 止 さ れ た 状 態 で は 、 穿 刺 針 ２ ０ が ケ ー ス １ か ら 突 出 す る こ と
な く 穿 刺 体 ２ が ケ ー ス １ 内 に す っ ぽ り と 収 容 さ れ て お り 、 こ の 位 置 が 穿 刺 体 ２ の 退 避 位 置
に 相 当 す る 。 そ の 後 は 、 図 １ ２ Ｃ に 示 し た よ う に ケ ー ス １ と 一 体 的 に 穿 刺 体 ２ が 移 動 し て
ラ ン セ ッ ト Ｘ １ が 穿 刺 装 置 Ｙ か ら 取 り 外 さ れ る 。
ラ ン セ ッ ト Ｘ １ の 取 り 外 し 作 業 に お い て は 、 ケ ー ス １ か ら 穿 刺 針 ２ ０ が 突 出 す る こ と な く
穿 刺 体 ２ が ケ ー ス １ 内 に 退 避 さ せ ら れ 、 し か も 複 数 の 突 起 ２ ８ ａ に 対 し て 複 数 の 凸 部 １ ８
ａ が 係 止 さ れ た 状 態 と さ れ て い る 。 こ の た め 、 ラ ン セ ッ ト Ｘ １ の 取 り 外 し 作 業 に お い て 穿
刺 針 ２ ０ が 突 出 し た ま ま で あ っ た り 、 あ る い は ケ ー ス １ か ら 穿 刺 体 ２ が 抜 け 落 ち た り す る
こ と が な い た め 、 安 全 で 衛 生 的 で あ る 。 し か も 、 穿 刺 針 ２ ０ を 覆 う た め の キ ャ ッ プ を 装 着
す る ま で も な く 、 ラ ン セ ッ ト Ｘ １ を 取 り 外 す 作 業 に お い て 穿 刺 針 ２ ０ の 突 出 を 抑 制 で き る
た め 、 キ ャ ッ プ 装 着 作 業 の 省 略 に よ り 作 業 性 が 改 善 さ れ る 。
次 に 、 第 ２ の 実 施 の 形 態 に 係 る ラ ン セ ッ ト Ｘ ２ を 図 １ ４ お よ び 図 １ ５ を 参 照 し て 説 明 す る
。 な お 、 こ れ ら の 図 に お い て は 、 第 １ の 実 施 の 形 態 に 係 る ラ ン セ ッ ト Ｘ １ と 同 等 な 部 材 や
要 素 な ど に つ い て は 、 図 １ な い し 図 １ ３ と 同 一 の 符 号 を 付 し て あ り 、 こ こ で は そ の 説 明 を
省 略 す る 。
ラ ン セ ッ ト Ｘ ２ の 基 本 的 な 構 成 は 、 先 に 説 明 し た ラ ン セ ッ ト Ｘ １ （ 図 １ 参 照 ） と 同 様 で あ
る が 、 穿 刺 体 ２ ′ の カ バ ー 部 ２ ２ ′ を ケ ー ス １ ′ の キ ャ ッ プ 部 １ ２ ′ と 一 体 動 さ せ る 構 成
、 お よ び ケ ー ス １ ′ 内 に お い て 穿 刺 体 ２ ′ を 待 機 位 置 お よ び 退 避 位 置 に 保 持 さ せ る 構 成 が
異 な っ て い る 。
ラ ン セ ッ ト Ｘ ２ で は 、 キ ャ ッ プ 部 １ ２ ′ の 内 面 お よ び カ バ ー 部 ２ ２ ′ の 先 端 部 に お け る 外
面 に 、 軸 方 向 に 延 び る 複 数 の 凸 部 １ ２ ａ ′ ， ２ ２ ａ ′ お よ び 凹 部 １ ２ ｂ ′ ， ２ ２ ｂ ′ を 設
け る こ と に よ り 、 キ ャ ッ プ 部 １ ２ ′ と カ バ ー 部 ２ ２ ′ と が 回 転 方 向 に 一 体 動 す る よ う に 構
成 さ れ て い る 。 ま た 、 キ ャ ッ プ 部 １ ２ ′ の 内 面 に 、 環 状 の 凸 部 ま た は 複 数 の 凸 部 １ ２ ｃ ′
を 設 け る と と も に 、 カ バ ー 部 ２ ２ ′ の 先 端 部 に お け る 外 面 に 、 環 状 の 凸 部 ま た は 複 数 の 凸
部 １ ２ ｃ ′ に 係 合 す る 環 状 の 凸 部 ２ ２ ｃ ′ を 設 け て い る 。 こ れ に よ り 、 キ ャ ッ プ 部 １ ２ ′
の 進 退 方 向 へ の 移 動 に 対 し て カ バ ー 部 ２ ２ ′ が 一 体 動 す る 。 も ち ろ ん 、 キ ャ ッ プ 部 １ ２ ′
に 環 状 の 凹 部 を 設 け る と と も に 、 カ バ ー 部 ２ ２ ′ に 環 状 の 凸 部 ま た は 複 数 の 凸 部 を 設 け て
も よ い 。
こ の よ う な 構 成 に お い て も 、 キ ャ ッ プ 部 １ ２ ′ に 対 し て 回 転 力 と 引 き 抜 き 力 を 作 用 さ せ る
こ と に よ り 、 キ ャ ッ プ 部 １ ２ ′ と と も に カ バ ー 部 ２ ２ ′ を 取 り 外 す こ と が で き る 。
穿 刺 体 ２ ′ の ス ト ッ パ 部 ２ ４ ′ は 、 径 の 異 な る ２ つ の 円 形 状 フ ラ ン ジ 部 ２ ４ Ａ ′ ， ２ ４ Ｂ
′ が 進 退 方 向 に 並 ん だ 構 成 と さ れ 、 こ れ ら の フ ラ ン ジ 部 ２ ４ Ａ ′ ， ２ ４ Ｂ ′ の 間 に 環 状 の
凹 部 ２ ４ Ｃ ′ が 設 け ら れ て い る 。 進 出 方 向 側 の フ ラ ン ジ 部 ２ ４ Ａ ′ は 、 退 避 方 向 側 の フ ラ
ン ジ 部 ２ ４ Ｂ ′ よ り も 相 対 的 に 大 径 と さ れ て い る 。
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こ の 構 成 で は 、 ス ト ッ パ 部 ２ ４ の 環 状 凹 部 ２ ４ Ｃ ′ に ケ ー ス １ ′ の 環 状 凸 部 １ ８ が 係 合 す
る こ と に よ り 穿 刺 体 ２ ′ が 待 機 位 置 で 保 持 さ れ る 。 ま た 、 穿 刺 体 ２ ′ を 穿 刺 位 置 に 移 動 さ
せ た 後 に 穿 刺 体 ２ ′ を ケ ー ス １ ′ に 対 し て 退 避 方 向 に 相 対 動 さ せ た 場 合 に は 、 退 避 方 向 側
に 位 置 す る フ ラ ン ジ 部 ２ ４ Ｂ ′ の ほ う が 小 径 と さ れ て い る た め に 、 ケ ー ス １ ′ の 環 状 凸 部
１ ８ が フ ラ ン ジ 部 ２ ４ Ｂ ′ を 乗 り 越 え て 凹 部 ２ ４ Ｃ ′ に 嵌 ま り 込 む こ と が で き る 。 そ の 一
方 、 フ ラ ン ジ 部 ２ ４ Ａ ′ の ほ う が 大 径 と さ れ て い る か ら 、 環 状 凸 部 １ ８ は フ ラ ン ジ 部 ２ ４
Ａ ′ を 乗 り 越 え る こ と が で き ず に 、 凹 部 ２ ４ Ｃ ′ に 環 状 凸 部 １ ８ が 係 合 し た 状 態 が 維 持 さ
れ る 。 し た が っ て 、 穿 刺 装 置 か ら ラ ン セ ッ ト Ｘ ２ を 取 り 外 す 際 に は 、 穿 刺 針 ２ ０ が 突 出 す
る こ と な く 、 ケ ー ス １ ′ 内 に 穿 刺 体 ２ が 保 持 さ れ る 。
ラ ン セ ッ ト Ｘ ２ に お い て も 、 使 用 前 の 段 階 に お い て 穿 刺 針 ２ ０ の 先 端 部 が カ バ ー 部 ２ ２ に
よ っ て 覆 わ れ た 構 成 を 採 用 し て い る た め 、 製 造 コ ス ト の 制 限 を 図 る こ と が で き る よ う に な
る 。 ま た 、 穿 刺 操 作 後 に お い て は 、 ２ つ の 円 形 状 フ ラ ン ジ 部 ２ ４ Ａ ′ ， ２ ４ Ｂ ′ に よ り 穿
刺 体 ２ が 保 持 さ れ る た め 、 穿 刺 操 作 後 に お い て ケ ー ス １ か ら 穿 刺 針 ２ ０ が 突 出 す る こ と を
抑 制 で き る よ う に な る 。
次 に 、 本 願 の 第 ３ の 実 施 の 形 態 に 係 る ラ ン セ ッ ト Ｘ ３ を 図 １ ６ お よ び 図 １ ７ を 参 照 し て 説
明 す る 。
図 １ ６ お よ び 図 １ ７ に 示 し た よ う に 、 ラ ン セ ッ ト Ｘ ３ は 、 キ ャ ッ プ 部 １ ２ ″ が ケ ー ス １ と
は 別 体 形 成 さ れ て い る 点 に お い て 先 に 説 明 し た ラ ン セ ッ ト Ｘ １ （ 図 １ 参 照 ） と は 異 な っ て
い る 。
キ ャ ッ プ 部 １ ２ ″ の 内 面 に は 、 複 数 の 凸 部 １ ２ ａ ″ が 形 成 さ れ て い る と と も に 、 カ バ ー 部
２ ２ ″ の 内 面 に 、 複 数 の 凸 部 １ ２ ａ ″ と 係 合 す る 複 数 の 凹 部 ２ ２ ａ ″ が 設 け ら れ て い る 。
こ れ に よ り 、 キ ャ ッ プ 部 １ ２ ″ と カ バ ー 部 ２ ２ ″ と が 一 体 動 す る よ う に 構 成 さ れ て い る 。
も ち ろ ん 、 キ ャ ッ プ 部 １ ２ ″ に 凹 部 を 設 け る と と も に 、 カ バ ー 部 ２ ２ ″ に 凸 部 を 設 け て 、
キ ャ ッ プ 部 １ ２ ″ と カ バ ー 部 ２ ２ ″ と を 一 体 動 す る よ う に し て も よ い 。
こ の ラ ン セ ッ ト Ｘ ３ に お い て も 、 使 用 前 に お い て 穿 刺 針 ２ ０ の 先 端 部 を カ バ ー 部 ２ ２ ″ に
よ り 覆 っ て お く 効 果 、 お よ び 保 持 手 段 を 設 け る こ と に よ る 効 果 を 享 受 で き 、 ま た キ ャ ッ プ
部 １ ２ ″ を 操 作 す る こ と に よ り 簡 易 に カ バ ー 部 ２ ２ ″ を 取 り 外 し こ と が で き る 。
ラ ン セ ッ ト Ｘ ３ に お い て も 、 ラ ン セ ッ ト Ｘ ２ と 同 様 な 構 成 に よ り ラ ン セ ッ ト Ｘ ３ の 取 り 外
し 時 に 退 避 位 置 に 穿 刺 体 ２ を 保 持 さ せ る よ う に し て も よ い 。
次 に 、 第 ４ の 実 施 の 形 態 に 係 る ラ ン セ ッ ト に つ い て 、 図 １ ８ Ａ な い し 図 １ ８ Ｃ を 参 照 し て
説 明 す る 。
図 １ ８ Ａ に 示 し た よ う に 、 ラ ン セ ッ ト Ｘ ４ は 、 そ の 基 本 的 な 構 成 が 図 １ ６ を 参 照 し て 先 に
説 明 し た ラ ン セ ッ ト Ｘ ３ と 同 様 で あ る が 、 こ の ラ ン セ ッ ト Ｘ ３ と は キ ャ ッ プ 部 １ ２ ０ の 構
成 が 異 な っ て い る 。
キ ャ ッ プ 部 １ ２ ０ は 、 穿 刺 体 ２ の 先 端 を 収 容 す る 空 間 １ ２ １ を 有 し て い る が 、 こ の 空 間 １
２ １ の 深 さ は 、 穿 刺 体 ２ を 待 機 位 置 に 固 定 し た 状 態 で の カ バ ー 部 ２ ２ ０ の 突 出 量 に 比 べ て
大 き く さ れ て い る 。
キ ャ ッ プ 部 １ ２ ０ の 内 面 に は 、 複 数 の 第 １ 凸 部 １ ３ １ ａ お よ び 複 数 の 第 ２ 凸 部 １ ３ １ ｂ が
形 成 さ れ て い る 。 各 第 １ 凸 部 １ ３ １ ａ は 、 穿 刺 体 ２ を 待 機 位 置 に 固 定 し た と き に カ バ ー 部
２ ２ ０ の 凹 部 ２ ２ ０ ａ と 係 合 す る も の で あ る 。 各 第 ２ 凸 部 １ ３ １ ｂ は 、 図 １ ８ Ｂ に 示 し た
よ う に カ バ ー 部 ２ ２ ０ の 先 端 部 が 空 間 １ ２ １ の 最 深 部 に 位 置 す る と き に カ バ ー 部 ２ ２ ０ の
凹 部 ２ ２ ０ ａ と 係 合 す る も の で あ る 。 第 １ 凸 部 １ ３ １ ａ ま た は 第 ２ 凸 部 １ ３ １ ｂ が カ バ ー
部 ２ ２ ０ の 凹 部 ２ ２ ０ ａ と 係 合 し た 状 態 で は 、 キ ャ ッ プ 部 １ ２ ０ と カ バ ー 部 ２ ２ ０ と が 一
体 動 す る よ う に 構 成 さ れ て い る 。 も ち ろ ん 、 キ ャ ッ プ 部 １ ２ ０ に 凹 部 を 設 け る と と も に 、
カ バ ー 部 ２ ２ ０ に 凸 部 を 設 け て 、 キ ャ ッ プ 部 １ ２ ０ と カ バ ー 部 ２ ２ ０ と を 一 体 動 す る よ う
に し て も よ い 。
ラ ン セ ッ ト Ｘ ４ は 、 図 １ ８ Ｂ お よ び 図 １ ８ Ｃ に 示 し た よ う に 、 第 １ の 実 施 の 形 態 で 説 明 し
た の と 同 様 な 穿 刺 装 置 Ｙ に 装 着 し て 使 用 さ れ る 。 こ の 穿 刺 装 置 Ｙ の 先 端 部 に 対 し て は 、 ラ
ン セ ッ ト Ｘ ４ の 後 端 部 を 挿 入 す る こ と に よ り ラ ン セ ッ ト Ｘ ４ が 装 着 さ れ る 。 ラ ン セ ッ ト Ｘ
４ の 挿 入 は 、 ハ ウ ジ ン グ ３ の 端 面 が フ ラ ン ジ 部 １ ４ ａ に 干 渉 す る ま で 行 わ れ る 。 こ の と き
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、 穿 刺 体 ２ が ラ ン セ ッ ト Ｘ ４ の 先 端 側 に 向 け て 移 動 す る 。
キ ャ ッ プ 部 １ ２ ０ は 、 ラ ン セ ッ ト Ｘ ４ の 装 着 前 に 、 あ る い は ラ ン セ ッ ト Ｘ ４ の 装 着 後 に お
い て キ ャ ッ プ 部 １ ２ ０ を 回 転 さ せ つ つ 引 き 抜 く こ と に よ り 分 離 さ れ る 。 こ の と き 、 穿 刺 体
２ か ら カ バ ー 部 ２ ２ ０ が 分 離 さ れ る 。 そ の 後 、 移 動 体 ４ を 進 出 方 向 に 移 動 さ せ る こ と に よ
り 穿 刺 体 ２ が さ ら に 進 出 方 向 に 移 動 さ せ ら れ 、 図 １ ８ Ｃ に 示 し た よ う に 穿 刺 針 ２ ０ が ケ ー
ス １ か ら 突 出 し た 状 態 と さ れ る 。 穿 刺 動 作 を 終 了 し た 後 に お い て は 、 第 １ の 実 施 の 形 態 と
同 様 に し て 穿 刺 装 置 Ｙ か ら ラ ン セ ッ ト Ｘ ４ が 取 り 外 さ れ る 。 こ の と き 、 穿 刺 針 ２ ０ が ケ ー
ス １ か ら 突 出 す る こ と な く 穿 刺 体 ２ が ケ ー ス １ 内 に す っ ぽ り と 収 容 さ れ る 。
ラ ン セ ッ ト Ｘ ４ で は 、 穿 刺 装 置 Ｙ に 対 し て ラ ン セ ッ ト Ｘ ４ を 装 着 す る 前 お よ び 装 着 後 の い
ず れ に お い て も キ ャ ッ プ 部 １ ２ ０ を 取 り 外 す こ と が で き る た め 、 使 い 勝 手 が よ い 。
次 に 、 第 ５ か ら 第 ７ の 実 施 の 形 態 に つ い て 、 図 １ ９ な い し 図 ２ ４ を 参 照 し て 説 明 す る 。 こ
れ ら の 実 施 の 形 態 で 説 明 す る ラ ン セ ッ ト は 、 ケ ー ス 内 に お い て 穿 刺 体 を 待 機 位 置 で 固 定 し
て お く た め の 待 機 位 置 保 持 手 段 に 特 徴 が あ る た め 、 以 下 に お い て は 、 待 機 位 置 保 持 手 段 に
つ い て の み 説 明 す る 。
図 １ ９ 、 図 ２ ０ Ａ お よ び 図 ２ ０ Ｂ に 示 し た よ う に 、 第 ５ の 実 施 の 形 態 に お け る 待 機 位 置 保
持 手 段 ７ Ａ は 、 ケ ー ス １ Ａ に 設 け ら れ た 複 数 の 可 動 片 ７ ０ Ａ お よ び 複 数 凸 部 ７ ０ Ｂ と 、 穿
刺 体 ２ Ａ に 設 け ら れ 、 か つ 環 状 凹 部 ７ １ ａ を 有 す る ス ト ッ パ 部 ７ １ Ａ と を 備 え て い る 。
各 可 動 片 ７ ０ Ａ は 、 周 辺 に 貫 通 孔 ７ ０ ａ が 設 け ら れ て 、 か つ 薄 肉 さ れ て お り 、 板 バ ネ と し
て 機 能 す る も の で あ る 。 各 可 動 片 ７ ０ Ａ の 先 端 部 に は 、 応 力 集 中 用 の 突 起 ７ ０ ｂ が 設 け ら
れ て い る 。
こ の よ う な 待 機 位 置 保 持 手 段 ７ Ａ で は 、 可 動 片 ７ ０ Ａ の 弾 発 力 お よ び 凸 部 ７ ０ Ｂ か ら の 押
圧 力 に よ り ス ト ッ パ 部 ７ １ Ａ が ケ ー ス １ Ａ に 固 定 さ れ る 。 こ れ に よ り 、 穿 刺 体 ２ Ａ は 、 待
機 位 置 に お い て 保 持 さ れ る 。 一 方 、 穿 刺 操 作 後 に お い て は 、 穿 刺 装 置 か ら ラ ン セ ッ ト を 引
き 抜 く 際 に 各 可 動 片 ７ ０ Ａ の 突 起 ７ ０ ｂ が ス ト ッ パ 部 ７ １ Ａ の 環 状 凹 部 ７ １ ａ と 係 合 し 、
穿 刺 体 ２ Ａ が 退 避 位 置 で 保 持 さ れ る 。
図 ２ １ に 示 し た よ う に 、 第 ６ の 実 施 の 形 態 に お け る 待 機 位 置 保 持 手 段 ７ Ｂ は 、 先 に 説 明 し
た 第 ５ の 実 施 の 形 態 に 係 る 待 機 位 置 保 持 手 段 ７ Ａ と は 穿 刺 体 の ス ト ッ パ 部 の 構 成 が 異 な っ
て い る 。 保 持 手 段 ７ Ｂ で は 、 ス ト ッ パ 部 ７ １ Ｂ と し て 第 ２ の 実 施 の 形 態 に お け る 穿 刺 体 ２
の ス ト ッ パ 部 ２ ４ ′ （ 図 １ ４ 参 照 ） と 同 様 な も の が 採 用 さ れ て い る 。
ス ト ッ パ 部 ７ １ Ｂ は 、 径 の 異 な る ２ つ の 円 形 状 フ ラ ン ジ 部 ７ １ Ｂ ａ ， ７ １ Ｂ ｂ が 進 退 方 向
に 並 ん だ 構 成 と さ れ 、 こ れ ら の フ ラ ン ジ 部 ７ １ Ｂ ａ ， ７ １ Ｂ ｂ の 間 に 環 状 の 凹 部 ７ １ Ｂ ｃ
が 設 け ら れ て い る 。 進 出 方 向 側 の フ ラ ン ジ 部 ７ １ Ｂ ａ は 、 退 避 方 向 側 の フ ラ ン ジ 部 ７ １ Ｂ
ｂ よ り も 相 対 的 に 大 径 と さ れ て い る 。
こ の よ う な 待 機 位 置 保 持 手 段 ７ Ｂ で は 、 環 状 の 凹 部 ７ １ Ｂ ｃ に 可 動 片 ７ ０ Ｂ の 先 端 部 が 係
合 す る こ と に よ り 穿 刺 体 ２ Ｂ が 待 機 位 置 で 保 持 さ れ る 。 穿 刺 体 ２ Ｂ を 穿 刺 位 置 に 移 動 さ せ
た 後 に 穿 刺 体 ２ Ｂ を ケ ー ス １ Ｂ に 対 し て 退 避 方 向 に 相 対 動 さ せ た 場 合 に は 、 退 避 方 向 側 に
位 置 す る フ ラ ン ジ 部 ７ １ Ｂ ｂ の ほ う が 小 径 と さ れ て い る た め に 、 可 動 片 ７ ０ Ｂ の 先 端 部 が
フ ラ ン ジ 部 ７ １ Ｂ ｂ を 乗 り 越 え て 環 状 の 凹 部 ７ １ Ｂ ｃ に 嵌 ま り 込 む こ と が で き る 。 そ の 一
方 、 フ ラ ン ジ 部 ７ １ Ｂ ａ の ほ う が 大 径 と さ れ て い る か ら 、 可 動 片 ７ ０ Ｂ の 先 端 部 は フ ラ ン
ジ 部 ７ １ Ｂ ａ を 乗 り 越 え る こ と が で き ず に 、 環 状 の 凹 部 ７ １ Ｂ ｃ に 可 動 片 ７ ０ Ｂ の 先 端 部
が 係 合 し た 状 態 が 維 持 さ れ る 。
図 ２ ２ な い し 図 ２ ４ に 示 し た よ う に 、 第 ７ の 実 施 の 形 態 に お け る 待 機 位 置 保 持 手 段 ７ Ｃ は
、 穿 刺 体 ２ Ｃ に 形 成 さ れ た ル ー プ 状 の 複 数 の 弾 性 部 ７ ３ Ｃ と 、 ケ ー ス １ Ｃ に 設 け ら れ た 環
状 の 凸 部 ７ ４ Ｃ を 有 し て い る 。 各 弾 性 部 ７ ３ Ｃ に は 、 凹 部 ７ ３ ｃ が 設 け ら れ て い る 。
こ の よ う な 待 機 位 置 保 持 手 段 ７ Ｃ で は 、 弾 性 部 ７ ３ Ｃ の 弾 発 力 に よ っ て 穿 刺 体 ２ Ｃ が ケ ー
ス １ Ｃ に お け る 待 機 位 置 に 保 持 さ れ る 。 穿 刺 後 に お い て は 、 穿 刺 体 ２ Ｃ を 退 避 方 向 側 に 移
動 さ せ る こ と に よ り 、 各 弾 性 部 ７ ３ Ｃ の 凹 部 ７ ３ ｃ に 環 状 の 凸 部 ７ ４ Ｃ が 係 合 し て 穿 刺 体
２ Ｃ が ケ ー ス １ Ｃ に お け る 退 避 位 置 に お い て 保 持 さ れ る 。
次 に 、 第 ８ お よ び 第 ９ の 実 施 の 形 態 に つ い て 、 図 ２ ５ お よ び 図 ２ ６ を 参 照 し て 説 明 す る 。
こ れ ら の 実 施 の 形 態 で 説 明 す る ラ ン セ ッ ト は 、 ケ ー ス 内 に お い て 穿 刺 体 を 退 避 位 置 で 固 定
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し て お く た め の 退 避 位 置 保 持 手 段 に 特 徴 が あ る た め 、 以 下 に お い て は 、 退 避 位 置 保 持 手 段
に つ い て の み 説 明 す る 。
図 ２ ５ Ａ に 示 し た よ う に 、 第 ８ の 実 施 の 形 態 に お け る 退 避 位 置 保 持 手 段 ８ Ｄ は 、 穿 刺 体 ２
Ｄ に 設 け ら れ た 複 数 の 揺 動 部 ８ ０ Ｄ を 有 し て い る 。
各 揺 動 部 ８ ０ Ｄ は 、 基 端 部 に お い て 穿 刺 体 ２ Ｄ に 固 定 さ れ て い る と と も に 、 先 端 部 が 穿 刺
体 ２ Ｄ に 対 し て 近 接 離 間 可 能 と さ れ て い る 。 各 揺 動 部 ８ ０ Ｄ は 、 外 方 に 向 け て 付 勢 さ れ た
状 態 で ケ ー ス １ Ｄ 内 に 収 容 さ れ て い る 。 こ の よ う な 状 態 は 、 揺 動 部 ８ ０ Ｄ を 板 バ ネ と し て
構 成 し 、 あ る い は 揺 動 部 ８ ０ Ｄ と 穿 刺 体 ２ Ｄ と の 間 に 弾 性 部 材 を 介 在 さ せ る こ と に よ り 達
成 す る こ と が で き る 。
こ の 構 成 で は 、 図 ２ ５ Ｂ に 示 し た よ う に ラ ン セ ッ ト を 穿 刺 装 置 Ｙ に 装 着 し た と き に 各 揺 動
部 ８ ０ Ｄ が 移 動 体 ４ に よ っ て 内 方 に 向 け て 押 さ え 付 け ら れ て 穿 刺 体 ２ Ｄ の 表 面 に 沿 っ た 状
態 と さ れ る 。 つ ま り 、 穿 刺 体 ２ Ｄ を 待 機 位 置 に 保 持 し た 状 態 で は 、 各 揺 動 部 ８ ０ Ｄ が ケ ー
ス １ Ｄ の 内 面 と は 干 渉 し な い 状 態 と さ れ 、 こ の 状 態 は ラ ン セ ッ ト を 移 動 体 ４ に 固 定 し て い
る 限 り は 維 持 さ れ る 。 こ の と き 、 各 揺 動 部 ８ ０ Ｄ は 、 穿 刺 体 ２ Ｄ の 外 方 に 向 け て 付 勢 さ れ
て い る 。
一 方 、 穿 刺 動 作 が 終 了 し た 後 に は 、 ラ ン セ ッ ト は 穿 刺 装 置 か ら 取 り 外 さ れ る が 、 こ の と き
に 各 揺 動 部 ８ ０ Ｄ が 押 さ え 付 け ら れ た 状 態 が 解 除 さ れ る 。 こ れ に よ り 、 図 ２ ５ Ｃ に 示 し た
よ う に 各 揺 動 部 ８ ０ Ｄ の 先 端 部 が 外 方 に 向 け て 移 動 す る 。 そ の 結 果 、 各 揺 動 部 ８ ０ Ｄ の 先
端 部 が ケ ー ス １ Ｄ の 内 面 と 干 渉 し 、 穿 刺 体 ２ Ｄ が ケ ー ス １ Ｄ 内 に お い て 退 避 位 置 で 保 持 さ
れ る 。
図 ２ ６ Ａ に 示 し た よ う に 、 第 ９ の 実 施 の 形 態 に お け る 退 避 位 置 保 持 手 段 ８ Ｅ は 、 穿 刺 体 ２
Ｅ に 設 け ら れ た 複 数 の 揺 動 部 ８ ０ Ｅ を 有 し て い る 。
各 揺 動 部 ８ ０ Ｅ は 、 先 端 部 が ラ ン セ ッ ト の 先 端 側 に 位 置 す る よ う に 折 り 曲 げ ら れ て 、 先 端
部 が 自 然 状 態 よ り も 内 方 側 に 位 置 し た 状 態 で 、 凸 部 ８ １ Ｅ に 当 接 し て ケ ー ス １ Ｅ 内 に 収 容
さ れ て い る 。 し た が っ て 、 各 揺 動 部 ８ ０ Ｅ は 、 ケ ー ス １ Ｅ の 外 側 に 向 け た 弾 発 力 に よ っ て
ケ ー ス １ Ｅ 内 に 待 機 位 置 で 保 持 さ れ て い る 。
一 方 、 ケ ー ス １ Ｅ は 、 凸 部 ８ １ Ｅ よ り も 進 出 方 向 側 の 部 位 は 、 凸 部 ８ １ Ｅ よ り も 退 避 方 向
側 の 部 位 よ り も 厚 み が 小 さ く さ れ て い る 。 こ の た め 、 図 ２ ６ Ｂ に 示 し た よ う に 穿 刺 体 ２ Ｅ
を 待 機 位 置 か ら 穿 刺 位 置 ま で 進 出 さ せ る 場 合 に は 、 揺 動 部 ８ ０ Ｅ が ケ ー ス １ Ｅ の 内 面 と 接
触 す る こ と な く 、 ス ム ー ズ に 移 動 す る こ と が で き る 。
こ れ に 対 し て 、 穿 刺 動 作 が 終 了 し た 後 に ラ ン セ ッ ト の 後 端 側 に 向 け て 穿 刺 体 ２ Ｅ が 移 動 さ
せ ら れ た 場 合 に は 、 図 ２ ６ Ｃ に 示 し た よ う に 各 揺 動 部 ８ ０ Ｅ が ケ ー ス １ Ｅ の 内 面 に 弾 発 力
を 作 用 さ せ つ つ 移 動 す る 。 そ し て 、 各 揺 動 部 ８ ０ Ｅ が ケ ー ス １ Ｅ に 設 け ら れ た ス ト ッ パ 部
８ １ Ｅ と 干 渉 し た と き に 穿 刺 体 １ Ｅ の 移 動 が 退 避 位 置 で 規 制 さ れ 、 各 揺 動 部 ８ ０ Ｅ の 弾 発
力 に よ っ て 穿 刺 体 ２ Ｅ が ケ ー ス １ Ｅ に お け る 退 避 位 置 に お い て 保 持 さ れ る 。
図 ２ ６ Ｄ に 示 し た よ う に 、 各 揺 動 片 ８ ０ Ｅ ′ は 、 ケ ー ス １ Ｅ に 対 面 す る 部 分 に 複 数 の 凹 部
８ ０ Ｅ ａ ′ が 連 続 し て 形 成 さ れ た も の と し て も よ い 。 こ の 構 成 で は 、 ケ ー ス １ Ｅ の 凸 部 ８
１ Ｅ が 凹 部 ８ ０ Ｅ ａ ′ に 係 合 す る こ と に よ っ て 待 機 位 置 に お い て 穿 刺 体 ２ Ｅ ′ が 保 持 さ れ
る 。 こ の よ う に す れ ば 、 よ り 確 実 に 待 機 位 置 に お い て 穿 刺 体 ２ Ｅ ′ を 保 持 で き る よ う に な
る 。 図 ２ ６ Ｄ に お い て は 、 複 数 の 凹 部 ８ ０ Ｅ ａ ′ が 形 成 さ れ て い た が 、 凹 部 を 少 な く と も
１ つ あ れ ば よ い 。
ケ ー ス や 穿 刺 体 に 弾 性 部 を 形 成 し て 待 機 位 置 保 持 手 段 や 退 避 位 置 保 持 手 段 を 構 成 す る 方 法
は 、 図 １ ９ な い し 図 ２ ６ を 参 照 し て 説 明 し た 例 に は 限 定 さ れ な い 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
図 １ は 、 本 発 明 の 第 １ の 実 施 の 形 態 に 係 る ラ ン セ ッ ト の 全 体 斜 視 図 で あ る 。
図 ２ は 、 図 １ の Ｉ Ｉ － Ｉ Ｉ 線 に 沿 う 断 面 図 で あ る 。
図 ３ は 、 図 １ の Ｉ Ｉ Ｉ － Ｉ Ｉ Ｉ 線 に 沿 う 断 面 図 で あ る 。
図 ４ は 、 ケ ー ス の 脆 弱 部 を 説 明 す る た め の 要 部 拡 大 図 で あ る 。
図 ５ は 、 図 ４ の Ｖ － Ｖ 線 に 沿 う 断 面 図 で あ る 。
図 ６ は 、 待 機 位 置 保 持 手 段 を 説 明 す る た め の 要 部 拡 大 図 で あ る 。
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図 ７ は 、 図 １ の Ｖ Ｉ Ｉ － Ｖ Ｉ Ｉ 線 に 沿 う 断 面 図 で あ る 。
図 ８ は 、 図 １ に 示 し た ラ ン セ ッ ト の 組 み 立 て 作 業 を 説 明 す る た め の 断 面 図 で あ る 。
図 ９ Ａ お よ び 図 ９ Ｂ は 、 図 １ に 示 し た ラ ン セ ッ ト か ら キ ャ ッ プ 部 を 取 り 外 す 作 業 を 説 明 す
る た め の 断 面 図 で あ る 。
図 １ ０ Ａ な い し 図 １ ０ Ｃ は 、 図 １ に 示 し た ラ ン セ ッ ト を 穿 刺 装 置 に 装 着 す る 作 業 を 説 明 す
る た め の 断 面 図 で あ る 。
図 １ １ Ａ お よ び 図 １ １ Ｂ は 、 図 １ に 示 し た ラ ン セ ッ ト を 穿 刺 装 置 に 装 着 す る 作 業 を 説 明 す
る た め の 要 部 拡 大 断 面 図 で あ る 。
図 １ ２ Ａ な い し 図 １ ２ Ｃ は 、 図 １ に 示 し た ラ ン セ ッ ト の 穿 刺 動 作 お よ び 穿 刺 装 置 か ら ラ ン
セ ッ ト を 取 り 外 す 作 業 を 説 明 す る た め の 断 面 図 で あ る 。
図 １ ３ は 、 図 １ に 示 し た ラ ン セ ッ ト を 穿 刺 装 置 か ら 取 り 外 す 作 業 を 説 明 す る た め の 要 部 拡
大 断 面 図 で あ る 。
図 １ ４ は 、 本 発 明 の 第 ２ の 実 施 の 形 態 に 係 る ラ ン セ ッ ト の 断 面 図 お よ び そ の 要 部 拡 大 図 で
あ る 。
図 １ ５ は 、 図 １ ４ の Ｘ Ｖ － Ｘ Ｖ 線 に 沿 う 断 面 図 で あ る 。
図 １ ６ は 、 本 発 明 の 第 ３ の 実 施 の 形 態 に 係 る ラ ン セ ッ ト の 断 面 図 お よ び そ の 要 部 拡 大 図 で
あ る 。
図 １ ７ は 、 図 １ ６ の Ｘ Ｖ Ｉ Ｉ － Ｘ Ｖ Ｉ Ｉ 線 に 沿 う 断 面 図 で あ る 。
図 １ ８ Ａ な い し 図 １ ８ Ｃ は 、 本 発 明 の 第 ４ の 実 施 の 形 態 に 係 る ラ ン セ ッ ト を 説 明 す る た め
の ラ ン セ ッ ト の 断 面 図 で あ る 。
図 １ ９ は 、 本 発 明 の 第 ５ の 実 施 の 形 態 に 係 る ラ ン セ ッ ト を 説 明 す る た め の ラ ン セ ッ ト 要 部
斜 視 図 で あ る 。
図 ２ ０ Ａ は 図 １ ９ の Ｘ Ｘ Ａ － Ｘ Ｘ Ａ 線 に 沿 う 断 面 図 、 図 ２ ０ Ｂ は 図 ２ ０ Ａ の Ｘ Ｘ Ｂ － Ｘ Ｘ
Ｂ 線 に 沿 う 断 面 図 で あ る 。
図 ２ １ は 、 本 発 明 の 第 ６ の 実 施 の 形 態 に 係 る ラ ン セ ッ ト を 説 明 す る た め の 要 部 斜 視 断 面 図
で あ る 。
図 ２ ２ は 、 本 発 明 の 第 ７ の 実 施 の 形 態 に 係 る ラ ン セ ッ ト を 説 明 す る た め の 穿 刺 体 の 要 部 斜
視 図 で あ る 。
図 ２ ３ は 、 待 機 位 置 保 持 手 段 を 説 明 す る た め の ラ ン セ ッ ト の 断 面 図 で あ る 。
図 ２ ４ は 、 待 機 位 置 保 持 手 段 を 説 明 す る た め の ラ ン セ ッ ト の 断 面 図 で あ る 。
図 ２ ５ Ａ な い し 図 ２ ７ Ｃ は 、 本 発 明 の 第 ８ の 実 施 の 形 態 に 係 る ラ ン セ ッ ト を 説 明 す る た め
の 要 部 斜 視 断 面 図 で あ る 。
図 ２ ６ Ａ お よ び 図 ２ ６ Ｂ は 、 本 発 明 の 第 ９ の 実 施 の 形 態 に 係 る ラ ン セ ッ ト を 説 明 す る た め
の 要 部 斜 視 断 面 図 で あ る 。
図 ２ ７ Ａ な い し 図 ２ ７ Ｃ は 、 従 来 の ラ ン セ ッ ト の 一 例 を 説 明 す る た め の 断 面 図 で あ る 。
図 ２ ８ Ａ お よ び 図 ２ ８ Ｂ は 、 従 来 の ラ ン セ ッ ト の 他 の 例 を 説 明 す る た め の 断 面 図 で あ る 。
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